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　「道
の
駅
」
は
11
月
、
国
土
交
通
省
が
第
44
回
の
新
規
登
録
を
発
表
し
全
国
１

０
７
９
駅
に
増
え
た
。
各
地
方
は
道
の
駅
に
様
々
な
特
色
を
持
た
せ
、
地
方
創
生

拠
点
と
し
て
地
域
活
性
化
に
力
を
注
ぐ
。
和
歌
山
県
田
辺
市
で
先
日
、
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
の
第
４
回
総
会
が
開
か
れ
、
設
置
自
治
体
の
首
長
ら
が
今
後
の
道

の
駅
の
あ
り
方
を
討
議
し
た
。
公
的
施
設
と
し
て
の
公
共
性
と
経
済
的
に
自
立
で

き
る
運
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
で
「
全
国
の
道
の
駅
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
情

報
収
集
に
努
め
、
道
の
駅
を
進
化
さ
せ
て
行
く
」
と
し
た
、
全
国
連
絡
会
発
足
時

の
「
遠
野
宣
言
」
に
立
ち
返
る
こ
と
を
確
認
し
た
。「
道
の
駅
」
は
利
用
者
や
地

域
住
民
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
施
設
。
公
共
性
と
経
済
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
初

め
て
「
幸
せ
を
つ
く
る
『
道
の
駅
』」
が
実
現
す
る
。

　遠
野
宣
言
の
根
底
に
は
「
道
の
駅
」
は

独
自
の
発
展
を
図
る
だ
け
で
な
く
「
連
携

し
て
情
報
を
共
有
し
進
化
を
探
ろ
う
」
と

い
う
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
あ

る
。　「道

の
駅
」
は
今
、
駅
同
士
の
連
携
だ

け
で
な
く
「
日
本
風
景
街
道
」
と
の
連
携
、

大
学
連
携
、
総
務
省
が
主
唱
す
る
「
小
さ

な
拠
点
」
と
の
連
携
な
ど
、
多
様
な
試
み

の
結
節
点
に
な
り
、
道
の
駅
の
公
共
性
を

生
か
す
連
携
が
進
む
。
幅
広
い
活
動
の
舞

台
に
な
り
得
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。

　一
方
、
多
く
の
駅
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
民
間
に
運
営
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
官
民
連
携
が
真
に
機
能
す

れ
ば
、利
用
者
や
地
域
住
民
に
と
っ
て「
幸

せ
を
つ
く
る
道
の
駅
」
に
な
る
。

　10
月
末
に
東
京
で
「
日
本
道
路
会
議
」

が
開
か
れ
た
。
道
路
政
策
に
関
す
る
わ
が

国
最
大
の
会
議
。
筑
波
大
大
学
院
の
石
田

東
生
教
授
が
「
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
道
路
と

は
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

　石
田
教
授
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

ハ
イ
テ
ク
の
技
術
革
新
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
・
経
済
の
新
結
合
が
大
切
」
と
し
て
、

風
景
街
道
や
道
の
駅
を
例
に
、
地
域
や
住

民
に
明
る
さ
や
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
大

事
と
力
説
。「
幸
せ
を
つ
く
る
道
の
駅
」

の
方
向
性
の
正
し
さ
を
裏
付
け
た
。

　こ
の
夏
、
各
地
の
道
の
駅
で
大
学
の
課

外
活
動
な
ど
で
学
生
が
夏
休
み
を
利
用
し

て
「
道
の
駅
」
を
訪
れ
、
観
光
情
報
発
信

幸せつくる「道の駅」
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
と
の
大
学
連
携
を
進
め
る
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
学
生
さ
ん
も
笑
顔
で
記
念
撮
影
（
後
方
は
真
岡
鉄
道
の

Ｓ
Ｌ
）

特集　幸せつくる「道の駅」 １～５面
日本道路会議パネル討論 ８～９面
日本風景街道　 ４～５面
列島保全への課題 ６面
道の駅診断 12 面
読者の声／パズル／プレゼント 14 ～ 15 面
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

や
開
発
商
品
Ｐ
Ｒ
に
知
恵
を
絞
る
な
ど
、

道
の
駅
の
運
営
に
参
加
す
る「
大
学
連
携
」

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　11
月
初
旬
、
岐
阜
県
白
川
郷
と
富
山
県

南
砺
市
で
開
い
た
「
日
本
風
景
街
道
大
学

　白
川
郷
・
五
箇
山
校
」
の
主
な
テ
ー
マ

も
「
世
界
遺
産
」
や
「
道
の
駅
」
な
ど
と

の
連
携
強
化
だ
。

　総
務
省
が
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施

策
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
小
さ
な
拠
点
」

も
、
道
の
駅
が
そ
の
拠
点
に
な
り
得
る
と

の
発
想
。
研
究
の
手
始
め
と
し
て
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

　道
路
の
活
用
、
道
の
駅
の
多
様
な
あ
り

方
に
注
目
す
る
連
携
は
ま
さ
に
、
社
会
・

経
済
の
新
結
合
で
「
幸
せ
を
つ
く
る
道
の

駅
」
が
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
る
。

 

（
２
〜
５
面
、
８
〜
９
面
に
関
連
記
事
）

大
切
な
公
共
性
と
経
済
性
の
バ
ラ
ン
ス

千枚田ポケットパーク
梶文秋駅長

　世界農業遺産「能登の里山里海」の象

石川県輪島市白米町ハ部 99-5
国道 249 号　TEL.0768-34-1567

徴「白米千枚田」は、日本農業の聖地でもありま
さに絶景。10～3月まで田んぼあぜ道に約2万
個の太陽光発電ＬＥＤを設置、壮大なイルミネー
ションが幻想的に輝きます。地元のお母さんたち
が握るおにぎりやお米入りソフトも好評です。

よつくら港
白土健二駅長

　四倉漁港内にあり東日本大震災で壊滅

福島県いわき市四倉町 5-218-1 
国道 6号　TEL.0246-32-8075

被害を受けましたが、皆様のご支援によりモダン
な建物に生まれ変わりました。１階は地場産品が
並ぶ直売所、２階は美味しいメニューいっぱいの
フードコート、中３階の海カフェは太平洋と広い
砂浜を一望できる当駅おすすめのスポットです。

ふるさとセンター大塔
真砂充敏駅長

　旧大塔村交流拠点のひとつとして、

和歌山県田辺市鮎川 1000
国道 311 号　TEL.0739-49-0143

道路利用者の皆様と地域の交流をサポートしてい
ます。鮎、山菜、木工品など地元産品を中心とし
た商品を販売。レストランでは地元食材を使った
メニューをご用意しています。木のアクセサリー
や玩具、食器をつくる木工実習室もあります。
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拠点としての道の駅に期待
　全
国「
道
の
駅
」連
絡
会（
会
長
・
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
）

の
第
４
回
総
会
が
11
月
17
、
18
両
日
、
和
歌
山
県
田
辺
市

で
開
か
れ
た
。「
道
の
駅
」
自
体
が
目
的
地
に
も
な
っ
て

お
り
「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
る
中
、

全
国
の
道
の
駅
設
置
自
治
体
の
首
長
が
集
ま
り
、
今
後
の

道
の
駅
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を
す
る

こ
と
が
大
切
か
な
ど
を
真
剣
に
論
議
し
た
。

　全
国
連
絡
会
は
３
年
前
、
岩
手

県
遠
野
市
で
設
立
総
会
を
開
き
、

基
本
精
神
と
し
て
「
全
国
の
道
の

駅
関
係
者
は
益
々
多
様
化
し
重
要

と
な
っ
て
い
く
道
の
駅
の
機
能
を

充
実
さ
せ
、
そ
の
役
割
を
果
た
す

駅
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　本
田
会
長
は
主
催
者
挨
拶
で

「
１
０
０
０
を
超
え
た
全
国
の
道

の
駅
が
心
を
通
わ
せ
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
れ
ば
、
さ
ら
に
光

り
輝
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
高
齢

化
や
人
口
減
が
進
ん
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
独
自
の
資
源
を
発
掘
し
磨

き
上
げ
る
こ
と
で
、
地
方
創
生
と

い
う
国
の
追
い
風
を
受
け
、
錨
を

揚
げ
帆
を
張
っ
て
着
実
に
走
り
出

せ
ま
す
。
地
域
性
豊
か
な
お
も
て

な
し
の
国
際
的
な
観
光
振
興
、
海

外
に
負
け
な
い
農
業
の
６
次
産
業

化
な
ど
課
題
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
長
年
の
思
い
を
形
に
す
る
た

め
自
信
を
持
っ
て
元
気
に
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

　真
砂
充
敏
田
辺
市
長（
近
畿「
道

の
駅
」
連
絡
会
長
）、
仁
坂
吉
伸

和
歌
山
県
知
事
の
挨
拶
に
続
き
、

国
土
交
通
省
の
森
昌
文
道
路
局
長

第
４
回
総
会
開
く

あ
る
べ
き
姿
テ
ー
マ
に
討
論

和
歌
山
県

田
辺
市
で

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
同
局
国

道
・
防
災
課
の
伊
藤
高
国
道
事
業

調
整
官
が
「
地
方
創
生
の
達
成
に

は
各
省
庁
も
足
並
み
を
揃
え
て
道

の
駅
へ
の
支
援
体
制
を
組
ん
で
お

り
、
国
交
省
も
新
た
な
重
点
道
の

駅
選
定
を
進
め
て
い
る
」
と
明
ら

か
に
し
た
。

石
田
教
授
が
基
調
講
演

　そ
の
後
「
全
国
『
道
の
駅
』
連

絡
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
田
辺
」
が

開
催
さ
れ
、
筑
波
大
学
大
学
院
の

石
田
東
生
教
授
が
「
地
方
創
生
と

『
道
の
駅
』
の
賢
い
活
用
」
を
テ

ー
マ
に
基
調
講
演
。

　石
田
教
授
は
、
地
方
創
生
拠
点

推
進
の
強
力
な
核
と
し
て
道
の
駅

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
一

方
で
課
題
も
増
え
て
い
る
と
指

摘
し
、「
道
の
駅
が
こ
こ
ま
で
国

民
的
人
気
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
登
録
の
要
件
な
ど
に
つ

を
目
指
し
た
『
道
の
駅
』」
▽
「
災

害
時
の
活
用
を
考
え
た
『
道
の

駅
』」
▽
「
地
域
固
有
の
観
光
資

源
を
活
か
し
た
『
道
の
駅
』」
…

…
の
４
分
科
会
で
、
事
例
報
告
を

踏
ま
え
て
課
題
や
解
決
策
な
ど
を

討
議
。
全
体
会
議
で
討
議
内
容
の

紹
介
と
ま
と
め
の
討
論
が
あ
っ

た
。　地

域
産
業
振
興
で
は
、
農
業
６

次
産
業
化
に
あ
た
っ
て
収
益
を
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
公
的
施
設
ら

し
い
取
り
組
み
も
紹
介
。
地
域
の

小
中
学
生
に
も
農
業
や
特
産
品
加

工
の
体
験
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

地
域
へ
の
理
解
と
郷
土
愛
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　地
域
福
祉
で
は
、
高
速
道
路

開
通
で
利
用
客
が
落
ち
込
ん
だ

が
、
隣
接
町
村
へ
も
利
用
も
呼
び

か
け
、
宅
配
便
業
者
と
連
携
し
て

高
齢
者
へ
の
移
動
販
売
お
取
り
入

れ
、
減
収
を
食
い
い
止
め
た
例
も

報
告
さ
れ
た
。

　地
域
防
災
で
は
、
今
秋
開
業
し

た
地
元
道
の
駅
「
す
さ
み
」
が
海

沿
い
で
も
高
台
に
立
地
す
る
た
め

防
災
機
能
を
強
化
し
、
大
津
波
の

避
難
拠
点
は
周
辺
自
治
体
に
も
利

用
し
て
も
ら
う
体
制
を
と
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　森
道
路
局
長
も
仕
事
を
や
り
く

り
し
て
交
流
会
に
駆
け
つ
け
「
国

も
地
方
創
生
を
支
援
し
て
い
る
の

で
、
道
の
駅
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

シンポジウムのパネリスト

交
流
会
に
駆
け
つ
け
た
森
道
路
局
長

近
畿
「
道
の
駅
」
ユ
ー
ザ
ー
ズ
く
ら
ぶ
も
参
加

シンポジウムで司会する石田教授

会
場
入
り
口
前
の
に
ぎ
わ
い
。
郷

土
色
豊
か
な
伝
統
衣
装
の
人
も

田
辺
宣
言
を
す
る
首
長
代
表

２

べ
く
、
常
に
全
国
の
道
の
駅
が
連

携
を
と
り
な
が
ら
情
報
収
集
に
努

め
、
更
に
道
の
駅
を
進
化
さ
せ
て

行
く
」
と
い
う
「
遠
野
宣
言
」
を

採
択
。
今
回
の
総
会
で
は
、
改
め

て
こ
の
宣
言
に
立
ち
返
り
、
道
の

い
て
国
交
省
が
口
出
す
こ
と
を
控

え
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
は
開
設

者
で
あ
る
自
治
体
の
創
意
工
夫
に

任
せ
た
か
ら
だ
。
結
果
、
自
治
体

の
首
長
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
上

向
き
、
横
並
び
姿
勢
で
は
い
ら
れ

な
く
な
り
、
経
営
戦
略
が
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
駅
間
、
地
域

間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
は
道
の
駅
が
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
消
費
者

か
ら
の
評
価
に
対
し
的
確
な
調
査

と
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
か
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の

は
公
共
性
の
維
持
だ
。
税
金
を
使

っ
て
む
や
み
に
多
機
能
化
す
れ
ば

む
だ
遣
い
に
な
り
か
ね
な
い
。
し

っ
か
り
し
た
経
営
哲
学
が
大
切

だ
」
と
、
道
の
駅
が
歩
む
べ
き
方

向
性
を
示
唆
し
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
こ
の
後
、

「
地
産
地
消
を
促
進
す
る
『
道
の

駅
』」
▽
「
小
さ
な
拠
点
の
形
成

全国「道の駅」連絡会

尾花沢
千葉喜美駅長

　松尾芭蕉が当地に10泊して詠んだ「涼

山形県尾花沢市芦沢 1195-1
国道 13 号　TEL.0237-24-3535

しさを我が宿にしてねまるなり」にちなみ、休憩
施設を花笠の里「ねまる」（くつろぐの意）と名づ
けました。夏スイカ日本一の地区で、他には無い
スイカ加工品が多く並んでいます。特にすいかサ
イダーは当駅売上No.1になっています。

上関海峡
高津京介駅長

　中国地方で最も南、瀬戸内海に突出

山口県上関町室津 904-15
県道 23 号　TEL.0820-62-1139

した室津半島南端にあり、穏やかな海と島並みが
おりなす美しい景観を満喫できます。周防灘、安
芸灘、伊予灘の３海流が交わる絶好漁場から揚が
る鮮度抜群海の幸料理を味わえます。温暖な地で
ミネラルたっぷりに育ったビワ、ミカンも美味。

長島
脇田千景副主任

　東シナ海沿い、マイナスイオンたっ

鹿児島県長島町指江 1576-1
国道 389 号　0996-88-5531

ぷりの空気と澄み切った景色が堪能できます。秋
の夕日は特に美しく見ごたえばっちり。カメラを
手にたくさんのお客様がお越しになります。九州
一のジャガイモ産地で、ミネラル豊富な県指定ブ
ランド「赤土ばれいしょ」が人気です。

2015年（平成27年）11月 第46号３

☆ 27年 11 月登録道の駅（20駅）
駅名 所在地 路線名 供用予定日 ひとくちＰＲ

みそぎの郷　きこない 北海道上磯郡木古内町字本町 338-14 国道 383 号 平成 27 年度 コンシェルジュ常駐広域観光の玄関口に。特産品の提供も。

しかべ間歇泉公園 北海道茅部郡鹿部町字鹿部 18 番地 1 国道 278 号 平成 27 年度 地場産業品を集約し、地元料理体験などの交流イベントも。

三滝堂（みたきどう） 宮城県登米市東和町米谷字福平 191-1 国道 45 号・三陸縦貫 平成 28 年度 三陸沿岸地域のゲートウェイ。震災伝承の情報発信拠点にも。

常陸大宮 茨城県常陸大宮市岩崎 717 番１ 国道 118 号 平成 27 年度 地元食材を活用した食事提供。加工所で農業の6次産業化。防災拠点。

ひたちおおた 茨城県常陸太田市下河合町 1016 番 1 国道 349 号 平成 28 年度 体験ほ場施設もあり、地元農産品の直売、加工、レストラン。

みのりの郷東金 千葉県東金市田間 1300 番地３ 国道 126 号 平成 27 年度 植木、盆栽、鉢花、オリーブ、黒大豆など地元名産の加工・販売。

清川 神奈川県愛甲郡清川村煤ケ谷 2129 番地 主要地方道伊勢原津久井線 平成 27 年度 都心から 50キロ圏内の奥座敷。自然体験プログラムなどで子育て支援。

燕三条地場産センター 新潟県三条市須頃 1丁目 17 番地 市道燕三条停車場線 平成 27 年度 有名なものづくりの町の核として魅力の情報発信。

あなみず 石川県鳳珠郡穴水町字大町チ 41-6 県道穴水港穴水停車場線 平成 27 年度 奥能登観光の玄関口。のと鉄道穴水駅を一体として駅舎併設。

津かわげ 三重県津市河芸町三行 255 番地 4 国道 23 号・中勢バイパス 平成 28 年度 伊勢湾の魚介類や高原野菜など豊富。歴史・文化の観光拠点。

禅の里 福井県吉田郡永平寺町清水第 2号 21 番 1 国道 416 号 平成 27 年度 天然温泉施設併設。地場野菜や特産品使用の地域に根差した食の提供。

海の京都　宮津 京都府宮津市字浜町 3007 番地他 国道 176 号 平成 27 年度 まちなか観光用にレンタサイクル。観光案内人も常駐。

浅井三姉妹の郷 滋賀県長浜市内保町 2843 国道 365 号 平成 28 年度 観光周遊の拠点で市内への誘客の玄関。情報施設も充実。

山田錦発祥のまち・多可 兵庫県多可郡多可町中区岸上 281 番地 1 国道 427 号 平成 27 年度 手漉き和紙「杉原紙」の発祥の地でもある。地場産品の発信・販売拠点。

青洲の里 和歌山県紀の川市西野山 473 番地 市道西野山平山線 平成 27 年度 医聖・華岡青洲の顕彰施設。健康増進と食育推進の拠点にも。

にちなん日野川の郷 鳥取県日野郡日南町生山 385 番地 主要地方道新見日南線 平成 28 年度 日南町の商業・福祉ゾーンの拠点でもある。二酸化炭素排出ゼロも目指す。

よって西土佐 高知県四万十市西土佐江川崎 2410 番地 3 国道 441 号 平成 27 年度 四万十川観光のゲートウェイ。地場農産・水産品の加工・販売。

させぼっくす 99 長崎県佐世保市愛宕町 11 番地 国道 497 号 平成 27 年度 世界遺産登録を目指している長崎教会群の周遊観光拠点。防災施設。

長崎街道鈴田峠 長崎県大村市中里町 452 番地 22 国道 34 号 平成 27 年度 長崎街道観光の拠点。地元高校生によるオリジナルスイーツも開発。

水辺プラザかもと 熊本県山鹿市鹿本町梶屋 1257 番地 国道 325 号 平成 27 年度 運転者休息に温泉施設・宿泊施設。カヌー、サイクリング、農園も。

地方創生

独自開発の
産品出品も

道の駅まつりで本場の有田みかんをＰＲ

「さあこれから活動だ」。円陣を組んで
気合を入れる帝京大の学生たち（上）。
跡見学園の学生が発掘した地元の穴場
で、サケからイクラを取り出す作業に
見入るツアー参加の子供たち（下）

道
の
駅
ま
つ
り
も
開
催

　会
場
で
は
、
道
の
駅
が
独
自
開

発
し
た
自
慢
の
産
品
な
ど
を
出
品

し
た
り
、
地
元
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
道

の
駅
ま
つ
り
」
も
開
催
。
参
加
者

た
ち
は
、
自
分
の
道
の
駅
の
参
考

に
な
れ
ば
と
、
興
味
深
そ
う
に
各

駅
を
見
て
回
っ
て
い
た
。

　ま
た
、
道
の
駅
で
の
来
訪
者
と

の
ふ
れ
あ
い
や
、
景
色
を
楽
し
む

光
景
な
ど
を
写
し
た
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
道
の
駅
写
真
展
」
も
同
時
に

開
か
れ
、
会
場
に
和
や
か
な
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
て
い
た
。

　参
加
者
は
翌
日
も
、
近
隣
の
道

の
駅
を
現
地
視
察
し
て
回
っ
た
。

　若
者
に
「
道
の
駅
」
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
道
の
駅
の
運
営
な
ど
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
方
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
「
道
の
駅
」

と
大
学
の
連
携
が
各
地
で
進
ん
で
い

る
。
こ
の
夏
休
み
は
課
外
活
動
の
体
験

研
究
で
、
道
の
駅
と
と
も
に
学
ぶ
連
携

が
数
多
く
実
施
さ
れ
た
。

　群
馬
県
甘
楽
町
の
道
の
駅
「
甘
楽
」

と
連
携
し
た
の
は
、
帝
京
大
学
の
学
生

た
ち
。
戦
国
武
将
織
田
信
雄
が
統
治
し

た
城
下
町
小
幡
。
そ
こ
に
あ
る
の
が
甘

楽
だ
。
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
の
大

下
茂
教
授
が
、
同
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら

「
歩
き
た
く
な
る
城
下
町
小
幡
」
の
実

現
に
向
け
て
、
ま
ち
歩
き
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
や
ま
ち
歩
き
フ
ー
ド
メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　ク
イ
ズ
形
式
で
謎
解
き
し
な
が
ら
観

光
拠
点
を
巡
る
回
遊
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中

心
に
、
町
の
魅
力
を
発
信
、
提
案
す
る

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
仕
組
み
づ
く

り
を
提
案
す
る
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　道
の
駅
「
も
て
ぎ
」
と
連
携
し
た
の

は
、跡
見
学
園
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
。

観
光
を
学
ぶ
女
子
大
生
が
、
授
業
の
一

環
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
な
が

ら
、
旅
行
会
社
と
組
ん
で
、
自
ら
「
道

の
駅
ツ
ア
ー
」
を
企
画
。
募
集
で
集
ま

っ
た
一
般
参
加
の
旅
行
客
を
ガ
イ
ド
す

る
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。

巡
る
コ
ー
ス
も
事
前
に
入
念
な
下
調
べ

を
し
、
地
元
で
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
観

光
資
源
に
な
る
と
は
考
え
て
も
い
な
か

っ
た
「
穴
場
」
ス
ポ
ッ
ト
を
い
ろ
い
ろ

と
発
掘
し
て
、
コ
ー
ス
を
作
っ
た
。

　サ
ケ
や
ア
ユ
が
遡
上
す
る
簗
場
で

は
、
大
物
の
サ
ケ
が
次
々
に
上
が
り
、

イ
ク
ラ
を
搾
り
出
す
地
元
の
漁
師
さ
ん

た
ち
の
鮮
や
か
な
手
つ
き
に
一
般
参
加

の
ち
び
っ
子
た
ち
も
、
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。
手
づ
か
み
で
ア
ユ
を
捕
ら
え
る

子
も
い
て
み
ん
な
楽
し
そ
う
。こ
の
後
、

イ
ク
ラ
丼
な
ど
地
元
の
特
産
メ
ニ
ュ
ー

に
舌
鼓
を
打
ち
、
記
念
撮
影
で
は
真
岡

鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
を
間
近
に
見
て
歓
声
を
上

げ
た
。

　学
生
た
ち
も
自
分
で
調
べ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
観
光
案
内
を
一
生
懸
命
に
説
明

し
、
大
自
然
の
中
で
の
一
日
を
自
ら
も

楽
し
く
過
ご
し
て
成
果
に
満
足
そ
う
だ

っ
た
。

帝
京
大
「
甘
楽
」
と
連
携

跡
見
学
園
女
子
大
は
「
道
の
駅
ツ
ア
ー
」
を
企
画

　

オアシスおぶせ
吉澤昌樹マネージャー

　上信越道から出入りできるハイウェ

長野県小布施町大島 601
県道村山小布施停車場線　TEL.026-251-4111

イオアシスを兼ね、芝生広場、テニス・ボルダ
リングなどのスポーツ施設、デイキャンプ場、
ドッグランも楽しめます。名物の栗おこわ、信
州そば、おやきのほか、オリジナル焼酎、栗銘
菓、いちごなど果物オリジナルクレープが人気。

のだ
外舘則男支配人

　三陸鉄道北リアス線「陸中野田駅」、

岩手県野田村野田第 31-31-1
国道 45 号　TEL.0194-78-4171

村営バス・市民バスの駅と観光物産館、産直施設
をドッキングし、全体に村の食の魅力を集約して
います。ソフトクリームなど「のだ塩」をメイン
とした地域特産品、農漁家の女性たちによる地元
素材使用の食事、新鮮な地元農水産物が好評です。

坂本
西和明副館長

　日本三大急流球磨川の畔、ほっと一

熊本県八代市坂本町荒瀬 1239-1
国道 219 号　TEL0965-45-2141

息つける癒しの空間です。日本初となる荒瀬ダム
撤去工事も目の前に見ることができ、「ダムかつ
カレー」や郷土料理の「だご汁」、「ぼたもち」が
人気の商品です。近隣施設には温泉センターや天
文台もあり、幅広い年齢層に楽しんで頂けます。
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　「日
本
風
景
街
道
大
学

　白
川
郷
・
五
箇
山
校
」
が
11
月
、
岐

阜
県
白
川
村
と
富
山
県
南
砺
市
で
開
か
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
美
し

い
ま
ち
づ
く
り･

道
づ
く
り
運
動
の
「
日
本
風
景
街
道
」
に
取

り
組
む
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
行
政
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

な
っ
て
討
論
。
各
分
科
会
が
「
道

の
駅
の
道
路
情
報･

観
光
案
内

所
に
風
景
街
道
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、
利
用
者
の
地
域
へ
の
関
心
を

高
め
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
ろ

う
」「
風
景
街
道
、
世
界
遺
産
、

ジ
オ
パ
ー
ク
、
道
の
駅
は
、
地
域

の
自
然
、
文
化
な
ど
を
さ
ら
に
磨

い
て
後
世
に
伝
え
る
役
割
が
共
通

す
る
の
で
積
極
的
に
連
携
を
」
な

ど
報
告
し
た
。

　全
対
会
議
で
は
「
し
っ
か
り
し

た
地
域
づ
く
り
が
す
べ
て
の
基

本
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
人
材

を
育
成
す
れ
ば
地
方
創
生
に
も
つ

な
げ
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
へ
の
関

心
を
い
っ
そ
う
高
め
、
時
間
を
か

け
て
周
囲
と
対
話･

交
流
を
重

五箇山の合掌造り集落の景観は圧巻

道の駅分科会の車座討論

あたなのためのオンディマン
ド交通サービスがお出迎え
（ヘルシンキ）

ね
、
共
感
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と

総
括
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
の
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ

イ
ウ
ェ
イ
」
を
参
考
に
平
成
19
年

に
登
録
を
開
始
し
た
風
景
街
道
は

現
在
、
全
国
で
登
録
１
３
６
ル
ー

ト
あ
る
が
、
ま
だ
「
道
の
駅
」
ほ

ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
活
動
も
試
行

錯
誤
が
続
く
。
こ
の
た
め
、宮
崎
、

静
岡
、
島
根
県
な
ど
で
「
風
景
街

道
大
学
」
を
開
い
て
啓
発
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
交
流
会
や
研
修
会

も
徐
々
に
活
発
化
し
、
愛
媛
県
久

万
高
原
町
で
10
月
に
開
い
た
四
国

地
方
協
議
会
の
交
流
会
で
は
、「
ル

ー
ト
プ
レ
ス
」
が
取
材
し
、
こ
れ

ま
で
に
掲
載
し
た
各
地
の
多
様
な

活
動
事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

白
川
郷
・
五
箇
山
校
に
200
人

課
題
な
ど
話
し
合
う

日
本
風
景

街
道
大
学

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

　利
用
者
の
要
求
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
「
オ
ン
デ
ィ
マ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
。「
Ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
（
ウ
ー
バ
ー
）」
に
代
表
さ
れ
る
自
分
の
た
め
の

タ
ク
シ
ー
を
呼
べ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
時
代
の
象
徴
と
し
て
、
ほ
ん

の
数
年
で
50
カ
国
以
上
に
拡
が
っ
て
い
る
。

　フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
は
、
自
分

の
た
め
の
公
共
交
通
を
呼
べ
る
サ
ー
ビ
ス
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
名
も「
Ｋ
ｕ
ｔ
ｓ
ｕ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ（
ク

ッ
ツ
プ
ラ
ス
）」、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
Ｋ
ｕ
ｔ
ｓ
ｕ

と
は
、
電
話
で
呼
ぶ
と
い
う
意
味
だ
。
携
帯
電
話
で

出
発
地
と
目
的
地
、
乗
車
希
望
時
刻
を
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
と
即
座
に
、
お
迎
え
可
能
時
刻
、
目
的
地
の
到

着
予
想
時
刻
、
料
金
が
表
示
さ
れ
る
。
直
行
の
ル
ー

ト
、
他
の
乗
客
も
乗
車
す
る
迂
回
ル
ー
ト
等
が
提
示

さ
れ
、
利
用
者
は
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス ２

世界を席巻「オンディマンド交通サービス」

　風
景
街
道
の
運
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
る
に
は
、「
道
の
駅
」
や

「
世
界
遺
産
」
な
ど
、
風
景
街
道

の
運
動
と
も
相
通
じ
る
活
動
と
、

も
っ
と
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
大

切
と
、「
白
川
郷･

五
箇
山
の
合

掌
造
り
集
落
」
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
20
周
年
に
な
る
の
を
機

に
、
関
係
者
が
当
地
に
集
ま
っ
て

情
報
交
換
し
、
課
題
な
ど
を
話
し

合
っ
た
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
風
景
街
道
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
土
交
通
省
や
岐

阜
・
富
山
県
な
ど
16
団
体
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
主
催
。
白
川
村
の

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学
校
で
、
合

道の駅と連携必要

に
来
て
く
れ
る
と
い
う
演
出
。
料
金
は
路
線
バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
の
中
間
に
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
、
携
帯
電

話
で
決
済
さ
れ
る
。

　２
０
１
１
年
６
月
か
ら
社
会
実
験
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
、
２
年
後
の
13
年
11
月
に
は
15
台
に
増
強

さ
れ
、同
12
月
時
点
で
約
７
０
０
０
人
が
会
員
登
録
、

１
年
間
で
５
倍
に
利
用
が
急
増
し
た
。

　市
の
交
通
局
が
運
営
し
、
路
線
バ
ス
の
苦
手
と
す

る
環
状
方
向
の
移
動
を
支
援
す
る
。
乗
降
場
所
は
バ

ス
停
で
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行
を
委
託
し
、
住
民
、

地
域
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　17
年
ま
で
に
１
０
０
台
規
模
に
拡
張
す
る
計
画

で
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
発
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
が
市
民

の
生
活
の
質
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
注
目
し
た
い
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所

　牧
村
和
彦
）

を
選
択
す
る
。

　Ｈ
Ｓ
Ｌ
（
ヘ

ル
シ
ン
キ
地
域

交
通
局
）
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

（
ブ
ル
ー
）
を

あ
し
ら
っ
た
９

人
乗
り
の
ミ
ニ

バ
ス
が
、
迎
え

掌
集
落
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
な
ど

の
活
動
報
告（
５
面
事
例
参
照
）

に
基
づ
く
全
体
会
議
と
交
流
会

を
開
催
。
国
交
省
中
部
地
方
整

備
局
の
茅
野
牧
夫
局
長
も
「
創

意
と
熱
情
の
こ
も
っ
た
討
議

を
、
ぜ
ひ
地
方
創
生
に
反
映
さ

せ
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　２
日
目
は
南
砺
市
の
「
五
箇

山
合
掌
の
里
」
に
移
動
し
、
茅

葺
保
存
家
屋
に
ふ
さ
わ
し
く
分

科
会
ご
と
に
畳
部
屋
で
車
座
に

やたて峠
村田明駅長

　周囲を秋田杉に囲まれた峠の道の駅。

秋田県大館市長走陣場 311
国道 7号　TEL.0186-51-2311

宿泊施設の大館矢立ハイツが中心施設で、杉木立
を眺めながら自慢の源泉かけ流し温泉を満喫でき
ます。また、見晴らし抜群のレストランでは一押
しの鶏飯「峠のわっぱめし」や、比内鶏、秋田米、
舞茸のきりたんぽ鍋など郷土料理が味わえます。

わじき
土佐朱美店長

　四国八十八ヶ所21番札所西の高野山

徳島県那賀町中山関ヶ原 34-56
国道 195 号　TEL.0884-62-3553

太龍寺と22番平等寺の中間にあり、歩き遍路さ
んの憩いの場です。四季美谷温泉のジビエ料理「ナ
カ鹿丼」は当店だけのメニュー。お土産には阿波
番茶、イタドリしょうゆ漬、ゆず酢、ヤギアイス、
日曜日だけの杵つき草もちが人気です。

瀬戸大橋記念公園
廣瀬義文駅長

　展望台から世界最長の鉄道・道路併

香川県坂出市番の州緑町6-13
県道瀬居坂出港線　TEL.0877-45-2344

用橋である瀬戸大橋の雄姿が間近に望めます。記
念館内では、大橋工事の全容を模型や映像で紹介
するコーナーや、時空を越えた体験ができる全天
周大型映像が無料公開され、広い園内は庭園や芝
生広場、大型遊具を家族連れで楽しめます。
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ビジターセンター付近の山道、筆者撮影

浅
間
山
の
遠
景
、
Ｈ
Ｐ
よ
り

　こ
の
エ
リ
ア
は
広
い
。
風
景
街

道
と
し
て
の
活
動
エ
リ
ア
は
北
国

街
道
、
海
野
宿
、
懐
古
園
な
ど
の

歴
史
的
エ
リ
ア
と
、
浅
間
山
に
代

表
さ
れ
る
高
峰
高
原
、
湯
の
平
高

原
、
鹿
沢
高
原
な
ど
の
自
然
エ
リ

ア
か
ら
な
る
。

　大
学
生
の
頃
、
数
学
の
教
授
が

言
っ
た
も
の
だ
。「
周
り
を
見
な

い
で
高
い
方
ば
か
り
に
足
を
進
め

る
と
、
浅
間
山
に
登
っ
た
つ
も
り

で
黒
斑
山
に
登
っ
て
し
ま
う
ぞ
」。

社
会
に
出
て
も
周
囲
の
状
況
を
正

確
に
判
断
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

諭
し
た
の
だ
ろ
う
。

　浅
間
山
を
挟
ん
で
南
北
に
２
つ

の
峠
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
群
馬
の

嬬
恋
に
続
く
道
で
あ
る
。
か
つ
て

国
定
（
六
合
）
村
の
忠
治
親
分

は
、
こ
の
峠
を
通
っ
て
海
野
や
真

田
、
遠
く
は
安
曇
野
と
の
交
易
を

行
っ
た
と
い
う
。
赤
城
山
で
子
分

達
と
決
別
し
た
忠
治
親
分
は
、
善

光
寺
大
五
郎
を
頼
っ
て
行
っ
た
と

い
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
忠
治
親

分
の
子
孫
が
こ
の
あ
た
り
に
も
生

き
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　麓
に
は
悲
し
い
歴
史
も
あ
る
。

島
崎
藤
村
の
「
破
戒
」
の
舞
台
と

な
っ
た
地
域
で
あ
る
。
今
は
も
う

区
画
整
理
で
、
そ
の
地
域
は
名
前

だ
け
残
し
て
集
落
は
な
い
。
幼
い

頃
、
高
校
の
教
員
を
し
て
い
た
父

の
関
係
で
、
こ
の
街
で
暮
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
。
あ
る
晩
、
父
を
訪

ね
て
き
た
お
姉
さ
ん
が
、
炬
燵
を

挟
ん
で
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
お
姉
さ

ん
が
白
樺
の
木
を
彫
っ
て
作
っ
た

ペ
ン
を
、
今
で
も
大
切
に
持
っ
て

い
る
。使
う
機
会
は
な
か
っ
た
が
。

風景街道
横
浜
商
科
大
学
商
学
部
貿
易
・
観
光
学
科

�

小
濱
哲
教
授

浅
間
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

北
国
街
道
の
歴
史
と
浅
間
山
の
自
然

■世界遺産登録 20 周年の歩みと地域連携
＝和田正人氏（合掌 ･さくら飛越街道協議
会）
　白川郷の世界遺産登録地区は、合掌造り
の屋根ふき替えはじめ、伝統行事や芸能は
住民の相互扶助「結い」で大切に維持して
きた。昭和 30 年代後半からの合掌造りの
空き家、建て替え消滅が相次いだ時も地域
で「売らない、貸さない、壊さない」の住
民憲章を設け、重要伝統建築物群保存地区
指定、世界遺産登録へと発展した。結い精
神は今、景観にそぐわない建物や広告類禁
止、ごみゼロ、休耕田復元にも広げている。

■世界遺産富士山と『ぐるり ･富士山風景
街道』＝青木直子氏（認定ＮＰＯ法人富士
山クラブ事務局長）
　美しさが世界中に知られる富士山も、ご
みが散乱し山小屋トイレもたれ流しなのに
衝撃を受け、10 年以上前から有志とごみ
を拾い歩いて環境保全を訴え、登山道や樹
海への不法投棄を大分減らせた。道路沿い
への投げ捨ても一掃をと、風景街道ルート
を一周する３本の国道で 10 月、1000 人
大清掃会を開催。静岡、山梨県の行政区割
を超え、ひたすら富士山を愛する地元住民
主体の活動が着実に動き出している。

■知床と東オホーツクシーニックバイウェ
イ＝桜井あけみ氏（東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連絡会副会長）
　流氷の海から、広大な田園地帯、山岳地
帯をめぐる数百㌔に及ぶルートで、各地域
グループを中心に湖のクリーン作戦、国道
の清掃や花植えを続け、観光客向けにも雪
原のホーストレッキング、かんじきウオー

キングなど地域独特の楽しみを提供。地元
しか知らない見どころ、味などを紹介する
重要な情報発信拠点として、道の駅との連
携を強めている。情報の発掘、評価により、
地域のすばらしさを再確認し誇りを持っ
た。

■世界ジオパーク（糸井川）と『北アルプ
ス大展望・最長最古の塩の道ルート』、日
本の原風景『枝垂れ桜の咲く里への回り道』
＝米田徹氏（糸魚川市長）
　糸魚川が日本列島を東西に分断する
フォッサマグナの端にあることを、もっと
観光に活用できないか。80 年代のふるさ
と創生ブームのころからそう考え練ってき
た計画が、世界ジオパーク登録に結実した。
北アルプスも日本海も貴重な地域資源、と
大切にしている市民は今、観光客と一緒に、
人間の暮らし、文化、歴史も動植物も、す
べて地球 47 億年の営みから生まれ育った
と気づいて感動し、啓発されている。

■世界ジオパーク洞爺湖有珠山と支笏洞爺
ニセコルート＝三松靖志さん（壮瞥町商工
観光課主幹）
　有珠山 ･ 洞爺湖周辺は何万年も前から
繰り返す大地の営みによる傑作だ。約 100
年前の噴火後できた洞爺湖温泉、1943 年
に麦畑から生まれた昭和新山、77 年の大
噴火でできた有珠新山は、道路や畑に大被
害を与えたが観光で地元を潤す。町が認定
し活動を委託する「火山マイスター」は、
災害から学んだ知恵を観光ガイドとして活
用する一方、地震など噴火の前兆があった
ら真っ先に避難することを子々孫々に伝え
る役割も果たしている。

各地から事例報告

甲斐大和
手塚公彦代表

　新笹子トンネル下り線出口のすぐ近

山梨県甲州市大和町初鹿野 2248
国道 20 号　TEL.0553-48-2571

く。そば切り発祥地という伝承にちなみ、地元産
そば粉を使った手打ちそば『天目そば』がオスス
メ郷土食で、休耕地でのソバ栽培振興も目指しま
す。特産『うらじろまんじゅう』は、オヤマボク
チの葉を使った草餅で素朴な味わいが人気。

鯛生金山
松尾裕次所長

　2002年Ｗ杯以来カメルーンとの交流を

大分県日田市中津江村合瀬 3750
国道 442 号　TEL.0973-56-5316

続けてきた旧中津江村にあり、かつての大金山が
地底博物館・産業文化遺産の登録を受けています。
当駅でも「砂金採り体験」ができ収穫はキーホル
ダーなどに加工いたします。地元野菜のほか椎茸・
ゆず・こんにゃく・わさびも揃います。

ひろさき
小山内崇駅長

　りんごをはじめ地域の農産物を隣接加

青森県弘前市石川泉田 62-1	
国道 7号　TEL.0172-92-3366

工施設で製造販売し、オリジナリティがあふれて
いると好評です。中でも、津軽の伝承料理「とう
ふかまぼこ」、３種のトマトを使う濃厚なトマとろ
ジュースはロングセラー商品。清水森ナンバを使
用した定食メニューにも力を入れております。
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わが国、国土への働きかけの歴史⑪

列島保全への課題

第
四
次
全
国
総
合
開
発
と
東
京
一
極
集
中

大
海
嘯
記
念

　
　
　
岩
手
県
山
田
町
船
越

　１
９
７
０
年
代
末
か
ら
80
年
代

に
入
る
と
、
首
都
圏
だ
け
に
人
口

が
集
中
し
始
め
る
東
京
一
極
集
中

と
い
う
現
象
が
起
こ
り
、
こ
れ
を

背
景
に
第
４
回
目
の
計
画
、「
四

全
総
（
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計

画
）」
が
87
年
（
昭
和
62
年
）
に

制
定
さ
れ
た
。

　昭
和
20
年
代
の
終
わ
り
か
ら
30

年
代
に
か
け
て
、
高
度
経
済
成
長

の
始
ま
り
と
と
も
に
、
地
方
か
ら

三
大
都
市
圏
へ
人
口
が
移
動
す
る

時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和

50
年
頃
に
な
る
と
、
三
大
都
市
圏

と
も
に
地
方
か
ら
人
口
を
集
め
な

く
な
る
時
代
が
き
た
。

　そ
れ
が
５
年
ほ
ど
続
く
と
、
な

ぜ
か
今
度
は
、
大
阪
圏
や
名
古
屋

圏
が
地
方
か
ら
人
を
集
め
て
い
な

い
の
に
、
東
京
圏
だ
け
が
人
を
集

め
始
め
た
の
だ
。
東
京
圏
だ
け
に

な
ぜ
人
口
が
集
ま
る
の
か
、
そ
の

背
景
は
何
か
、
こ
れ
を
ど
う
捉
え

れ
ば
い
い
の
か
、
解
決
方
法
は
何

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
が
、

四
全
総
で
あ
る
。

世
界
都
市
機
能
と
「
東
京
」

　従
っ
て
、
四
全
総
制
定
の
背
景

に
は
、
人
口
・
諸
機
能
の
東
京
一

極
集
中
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
地

方
圏
の
雇
用
問
題
の
深
刻
化
に
ど

う
対
応
す
る
か
、
そ
し
て
本
格
的

な
国
際
化
を
迎
え
る
時
代
に
ど
う

立
ち
向
か
う
か
、
と
い
っ
た
問
題

意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
解
決
の
た

め
に
、
結
果
的
に
「
多
極
分
散
型

国
土
の
構
築
」
を
「
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
」
に
よ
っ
て
実
現
し

よ
う
と
い
う
計
画
に
な
っ
た
。

　そ
こ
に
は
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
つ
つ
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り

地
域
整
備
を
推
進
し
、
基
幹
的
な

交
通
・
情
報
・
通
信
の
体
系
整
備

を
国
の
先
導
的
な
指
針
に
基
づ
き

全
国
に
わ
た
っ
て
推
進
、
多
様
な

交
流
の
機
会
を
国
・
地
方
・
民
間

諸
団
体
の
連
携
に
よ
り
形
成
す
る

と
い
う
内
容
が
盛
ら
れ
た
。

　こ
の
と
き
、
東
京
に
だ
け
人
口

が
集
中
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
全
国

総
合
開
発
計
画
を
担
当
し
た
国
土

庁
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ

た
。
東
京
が
世
界
都
市
機
能
を
も

ち
始
め
た
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
四
全
総

に
残
さ
れ
て
い
る
。

地
方
の
反
論
と
計
画
変
更

　「東
京
圏
は
環
太
平
洋
地
域
の

拠
点
、
世
界
の
中
枢
的
都
市
の
一

つ
と
し
て
国
際
金
融
、
国
際
情
報

は
じ
め
世
界
的
規
模
、
水
準
の
都

市
機
能
（
世
界
都
市
機
能
）
の
大

き
な
集
積
が
予
想
さ
れ
、
世
界
的

な
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
が
増

　低
地
居
住
を
戒
め
た
奈
良
時

代
の
役

え
ん
の

小お

角づ
ぬ

伝
説
が
伝
わ
る
津

波
常
襲
地
、
船
越
地
区
に
は
３ 

基
の
津
波
石
碑
が
あ
る
。

　明
治
三
陸
地
震
津
波
で
は
伝

説
を
守
っ
た
山
の
内
集
落
は
被

害
を
免
れ
、
船
越
と
田
の
浜
は

甚
大
被
害
を
受
け
た
。
時
が
経

つ
に
つ
れ
低
地
に
再
び
定
住
し

始
め
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

い
う
よ
う
な
議
論
を
す
れ
ば
、
地

方
圏
の
衰
退
や
地
方
で
の
雇
用
問

題
が
深
刻
化
す
る
の
で
は
、
と
い

っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
た
の
だ
。

　当
時
、
熊
本
県
知
事
を
し
て
い

た
細
川
護
煕
氏
は
、
知
事
会
で
鋭

い
追
及
の
声
を
あ
げ
、
こ
れ
を
受

け
た
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相

は
、
こ
の
全
総
計
画
の
変
更
を
命

じ
た
の
で
あ
る
。

　も
し
こ
の
と
き
、
世
界
経
済
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
24
時
間
化
し

て
い
く
中
で
、
経
度
の
関
係
か
ら

ア
ジ
ア
地
域
が
分
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
世
界
中
心
機
能
（
ロ
ン

ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
並
ぶ
中

心
機
能
）
を
東
京
が
持
つ
た
め
、

東
京
や
首
都
圏
を
ど
の
よ
う
に
再

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
議
論
を
真
剣
に
行
い
、
大

阪
や
名
古
屋
な
ど
の
都
市
圏
が
分

担
す
べ
き
も
の
は
何
か
が
検
討
さ

れ
て
い
れ
ば
、
日
本
や
東
京
の
、

世
界
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る
位
置
づ

け
は
、
随
分
異
な
る
も
の
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　今
、
東
ア
ジ
ア
を
眺
め
る
と
、

世
界
都
市
機
能
を
分
担
し
て
い
る

の
は
東
京
よ
り
、
上
海
で
あ
り
香

港
だ
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
。
整
備
が
進
ん
だ
現
在
の
上

海
や
香
港
の
よ
う
に
、交
通
環
境
、

情
報
通
信
環
境
、
英
語
環
境
を
整

え
た
都
市
に
東
京
が
変
わ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
、
87
年

段
階
で
持
ち
得
て
い
た
な
ら
、
か

な
り
違
っ
た
日
本
の
姿
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　当
時
の
日
本
の
経
済
力
は
、
ア

ジ
ア
の
各
国
に
比
し
て
隔
絶
的
に

６

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

書

大
す
る
。
し
か
し
、
首
都
機
能
に

加
え
こ
の
よ
う
な
都
市
機
能
が
東

京
圏
だ
け
に
集
中
す
れ
ば
、
東
京

圏
の
過
密
が
一
層
進
む
だ
け
で
な

く
、
大
規
模
地
震
等
非
常
時
に
お

い
て
東
京
圏
の
機
能
が
麻
痺
し
た

場
合
、
全
国
的
に
大
き
な
混
乱
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
」

　「世
界
都
市
機
能
が
常
時
円
滑

に
機
能
す
る
よ
う
、
東
京
圏
の
地

域
構
造
の
改
変
を
進
め
、
既
存
の

集
積
を
生
か
し
、
関
西
圏
、
名
古

屋
圏
等
に
お
い
て
日
本
を
代
表
す

る
特
色
あ
る
世
界
都
市
機
能
を
分

担
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

　と
こ
ろ
が
、
こ
の
東
京
世
界
都

市
機
能
論
と
で
も
い
う
べ
き
議
論

の
過
程
で
、
大
変
な
反
論
が
全
国

知
事
会
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

世
界
中
心
機
能
の
議
論

　今
日
で
は
東
京
の
一
極
集
中
の

ピ
ー
ク
は
87
年
（
昭
和
62
年
）
で
、

そ
れ
以
降
２
０
０
０
年
頃
に
か
け

て
東
京
圏
の
人
口
集
中
が
縮
小
し

て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
が
行
わ

れ
て
い
た
85
～
86
年
頃
は
、
ま
だ

東
京
へ
の
集
中
傾
向
が
増
大
し
て

い
る
と
き
だ
っ
た
。

　地
方
か
ら
の
人
口
収
奪
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
東
京
が

世
界
都
市
機
能
を
持
ち
始
め
た
と

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑧

被
害
は
免
れ
な
か
っ
た
が
、
低

地
宅
地
が
壊
滅
し
た
の
に
対

し
、
高
地
の
移
転
地
は
一
部
の

浸
水
・
建
物
倒
壊
で
済
ん
だ
。

　海
蔵
寺
の
碑
は
慰
霊
碑
だ

が
、
東
日
本
大
震
災
で
江
戸
期

の
供
養
塔
や
如
意
輪
観
音
像
と

と
も
に
転
倒
、
寺
の
建
物
は
高

地
の
墓
地
を
除
き
地
震
と
津
波

で
倒
壊
・
流
失
し
た
。

◆
大
海
嘯
記
念
碑
文
［
表
］

一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が

来
る

一
、
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い
所

へ
集
ま
れ

一
、
津
浪
に
追
は
れ
た
ら
何
処

で
も
此
所
位
の
高
い
処
へ

一
、
遠
く
へ
逃
げ
て
は
津
浪
に

「
多
極
分
散
型
国
土
の
構
築
」
と
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」

卓
越
し
て
い
た
か
ら
、
東
京
圏
が

環
境
を
整
備
す
れ
ば
世
界
都
市
へ

の
変
貌
は
可
能
だ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
今
や
わ
が
国
よ
り
は
る
か

に
近
代
化
さ
れ
た
空
港
・
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
力
を
つ

け
た
ア
ジ
ア
の
各
都
市
に
、
東
京

が
越
さ
れ
て
い
く
の
を
傍
観
し
て

い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

　四
全
総
時
代
に
整
備
さ
れ
た
も

の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
88
年
（
昭
和
63
年
）
＝
Ｊ
Ｒ
の

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
（
青
森
県
・

北
海
道
、
世
界
最
長
の
海
底
ト
ン

ネ
ル
）
▽
本
四
連
絡
橋
瀬
戸
大
橋

開
通
（
岡
山
県
・
香
川
県
）
▽
高

速
道
路
の
東
名
・
名
神
・
中
央
・

北
陸
・
関
越
の
大
環
状
完
成
▽
94

年
（
平
成
６
年
）・
関
西
国
際
空

港
開
業
（
大
阪
府
）

関西国際空港

本
四
連
絡
橋
瀬
戸
大
橋

追
付
か
る

　
　近
く
の
高
い
所
を
用
意
し

て
置
け

一
、
県
指
定
の
住
宅
適
地
よ
り

低
い
所
へ
家
を
建
て
る
な

（
碑
文
裏
は
昭
和
三
陸
地
震
津

波
の
状
況
と
被
害
）

立田ふれあいの里
品川幹雄駅長

　国営木曽三川公園や船頭平閘門公

愛知県愛西市森川町井桁西 27
県道 125 号　TEL.0567-23-1011

園、森川花はす田などの観光スポットに恵まれ、
石積みに黒塀の「水屋」をイメージした和風造
りの駅。市の特産である「れんこん」など新鮮
な野菜類を直売しています。れんこんを使った
蒲焼き、ラーメン、どら焼き、パンが好評です。

みかも
今井智之支配人

　関東自動車道佐野藤岡インターを降

栃木県栃木市藤岡町大田和 678
国道 50 号　TEL.0282-62-0990

りてすぐ、佐野プレミアム・アウトレットも近い
アクセス便利な道の駅です。多種多様な地元の新
鮮野菜を始めとちぎ小江戸ブランド、とちおとめ
25 グッズなど土産品も多数取り揃えております。
災害時の緊急避難施設も整備されています。

R427 かみ
谷尾諭駅長

　町のふるさと応援寄付金謝礼、播州

兵庫県多可町加美区鳥羽 733-1
国道 427 号　TEL.0795-36-1919

百日どりをふんだんに使う「車留満定食」が大
人気で、休日は 30 分待ちの行列ができます。 お
みやげには、伊勢神宮に毎年奉献している金黄
舞（有機栽培コシヒカリ）、有精卵、杉原紙、と
りめしの具、天然酵母入りパンがおすすめ。
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　文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て
10
月
１
日
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
新
設

さ
れ
た
。
そ
の
一
環
で
、
従
来
は
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
学
校
安
全

課
が
担
当
し
て
い
た
防
災
教
育
が
初
等
中
等
教
育
局
健
康
教
育
・

食
育
課
の
担
当
と
な
り
、
担
当
課
名
は
「
学
校
安
全
」
か
ら
「
健

康
教
育
・
食
育
」
に
変
わ
っ
た
。
初
等
中
等
教
育
の
中
に
防
災
教

育
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
教
育
に
お
け
る
防
災
教

育
の
一
層
の
充
実
に
期
待
が
か
か
る
。

　平
成
23
年
の
３
・
11
東
日
本
大

震
災
以
後
、
防
災
教
育
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
文
科
省
は
同

年
７
月
、
ハ
ー
ド
面
で
『
東
日
本

大
震
災
の
被
害
を
踏
ま
え
た
学
校

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
』、
ソ
フ

ト
面
で
は
同
９
月
『
東
日
本
大
震

災
を
受
け
た
防
災
教
育
・
防
災
管

理
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
中
間

と
り
ま
と
め
』
を
発
表
し
た
。

　中
央
教
育
審
議
会
は
２
つ
の
報

告
を
受
け
翌
24
年
３
月
、『
学
校

安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
』
を
答
申
。
国
は
答

申
を
受
け
同
４
月
、
平
成
24
年
度

か
ら
28
年
度
の
概
ね
５
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
『
学
校
安
全
の
推

進
に
関
す
る
計
画
』を
閣
議
決
定
。

同
省
は
25
年
３
月
、『
学
校
防
災

の
た
め
の
参
考
資
料「
生
き
る
力
」

を
育
む
防
災
教
育
の
展
開
』
を
発

行
し
、
様
々
な
優
れ
た
防
災
教
育

へ
の
取
り
組
み
を
示
し
て
、
全
国

の
学
校
現
場
で
の
防
災
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

　学
校
で
は
防
災
教
育
は
、
交
通

安
全
、
不
審
者
対
策
と
併
せ
３
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
学
校
安
全
教
育

の
１
つ
に
位
置
付
く
。
防
災
教
育

は
、
各
教
科
・
科
目
を
横
断
し
て

学
校
全
体
で
取
り
組
む
活
動
だ

が
、
特
に
社
会
科
は
、
風
水
害
や

地
震
・
津
波
災
害
を
学
習
内
容
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
避

難
訓
練
を
重
ね
て
、
い
か
に
早
く

逃
げ
る
か
を
習
慣
化
さ
せ
る
だ
け

が
防
災
教
育
で
は
な
い
。

人
間
の
関
係
」
を
学
ぶ
」
と
「
防

災
教
育
を
介
し
て
地
図
の
ス
キ
ル

を
磨
く
」
と
い
う
内
容
へ
と
発
展

的
に
学
ん
で
い
る
＝
図
。

　自
然
災
害
に
関
連
す
る
基
礎
的

な
知
識（
自
然
堤
防
や
輪
中
な
ど
）

や
、
防
災
に
取
り
組
む
人
々
の
対

策
・
工
夫
と
そ
の
歴
史
（
治
水
対

策
な
ど
）
等
の
基
礎
的
な
知
識
も

学
習
し
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を

ハ
ー
ド
面
（
堤
防
、
砂
防
ダ
ム
な

ど
の
意
義
）
と
ソ
フ
ト
面
（
消
防

の
仕
組
み
、地
域
防
災
組
織
な
ど
）

の
両
方
が
必
要
と
学
ぶ
。

国
土
の
多
様
性
も

　さ
ら
に「
費
用
対
効
果
」や「
自

然
と
の
共
生
」
と
い
っ
た
課
題
の

学
習
も
、
防
災
教
育
で
の
も
う
一

つ
の
重
要
な
視
点
だ
。
そ
し
て
、

「
命
を
守
る
」
た
め
の
様
々
な
防

災
対
策
が
、
多
様
な
自
然
的
性
格

を
持
つ
日
本
で
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
、
人
々
の
思
い
や
合
意
形

成
の
取
り
組
み
が
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
で
、

「
日
本
の
国
土
の
多
様
性
」
を
学

ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　一
方
、
防
災
教
育
で
は
、
災
害

発
生
前
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
る
災
害
発
生
の
抑
制
【
防

災
】
／
災
害
発
生
時
に
適
切
か
つ

迅
速
な
対
処
に
よ
る
被
害
の
最
小

化
【
減
災
・
復
旧
】
／
災
害
が
一

定
収
束
し
た
後
の
心
の
ケ
ア
や
再

等
の
学
校
と
し
て
の
対
応

を
事
前
に
計
画
）」
を
検

討
す
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視

す
る
傾
向
が
あ
る
。

　し
か
し
、
自
然
災
害
が

多
発
す
る
国
土
で
暮
ら
す

こ
と
は
、
災
害
リ
ス
ク
と

向
き
合
い
な
が
ら
生
活
す

る
こ
と
だ
。
社
会
生
活
の

み
な
ら
ず
、
個
人
の
心
も

　温泉でシンクロナイドスイミング？　一見奇
妙な組み合わせの演出は、おんせん県をアピー
ルする大分県の「PR 動画」です。ここはどこ
の国の島かと思える、日本離れした離島の海岸
線を最新のドローンを使った空撮で提供するの
は、実に鹿児島県の「PR 動画」です。高精細
な映像美、新しい撮像方法、そして地元ならで
はの素材の良さを知り尽くした「PR動画」は、
地方自治体による「情報発信」の新しい試みと
言えます。
　ついつい見入ってしまう作品は、解説のため
の言葉や文字を多用していないのですが、今は

世界中からのアクセスが可能な時代。視聴者を
日本人のみに絞る必要性もないので、作り手側
は言葉や文字に頼らぬ手法での映像創作を意識
していることと思います。「情報発信」の映像
ならではの「チカラ」と言えるでしょう。
　これまでもプロモーションビデオ（PV）と
して、その地域の観光名所を紹介する映像はあ
りました。「PR 動画」は、PV よりも特定のテ
ーマ・素材に特化して、時間も 2分前後と短
いものです。そのかわりに躍動感のある魅せる
映像を展開し、移り気の早い動画サイトの視聴
者の心をつなぎとめます。SNS やテレビなどメ
ディアミックスでの口コミを意識した作品とし
て仕上げ、情報の送り手と受け手の結びつき（エ
ンゲージメント）を重視した戦略です。いずれ
「道の駅」にも「PR動画」が展開していくので
はないかと、そんな予感をも感じさせます。

シリーズ「国土教育」 防災教育が初等中等教育の中に組み込まれ一層の充実に期待

地域の防災活動に参加・協力する態度を養う

含
め
た
復
興
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
が
、
日
本
の
国
土
を
踏
ま
え
た

今
後
の
防
災
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

・
三
橋
浩
志
）

７

小学校

中学校

高等学校

身近な地域等における【防災の 
取組（人々の工夫）】を学ぶ

日本全体及び各地方の【地域的特
色】を自然環境・防災から学ぶ

生活圏における【自然環境の 
特徴】と【防災の取組】を学ぶ

社会科（地理）教育における防災学習の内容 「防災」教材化の視点

「自然と人間の関係」を学
ぶ。自然のもつ「恵み」と
「災い」の存在に気付く。
（自然の両面性と自然との
共存）

地域により様々な災害が
存在し、防災対応も様々
（防災・災害の多様性から
地域の多様性を学ぶ）

自然が災害を引き起こす
ことを知り、学ぶ。そして、
人々の防災へ取組を学ぶ

国道愛好家
� 松波成行

学
校
安
全
教
育
の
一
つ
に

　防
災
教
育
の
根
幹
は
「
災
害
か

ら
命
を
守
る
こ
と
」。
一
方
、
社

会
科
は
自
然
災
害
を
含
め
た
社
会

の
様
々
な
事
象
の
関
係
性
を
児
童

・
生
徒
が
理
解
し
、
社
会
に
参
画

可
能
と
な
る
公
民
的
資
質
を
育
む

こ
と
を
目
標
に
、
自
然
と
社
会
の

関
係
を
学
ぶ
こ
と
を
学
習
内
容
に

含
む
学
び
で
あ
る
。

社
会
科
で
学
ぶ
防
災

　火
災
、
地
震
・
津
波
、
火
山
、

風
水
（
雪
）
害
、
落
雷
等
の
気
象

災
害
、
放
射
線
や
原
子
力
災
害
な

ど
様
々
な
災
害
に
対
し
、
社
会
が

対
応
す
る
避
難
所
、
避
難
経
路
、

災
害
情
報
の
活
用
、
災
害
へ
の
備

え
、
地
域
の
防
災
活
動
な
ど
を
社

会
科
で
学
ぶ
こ
と
で
、
児
童
・
生

徒
が
積
極
的
に
防
災
活
動
に
参
加

・
協
力
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

学習指導要領の記述からみた社会科における防災教育の位置づけ（筆者作成）

発
防
止
な
ど
【
復
興
】
と
い
う
時

間
軸
で
捉
え
た
学
習
も
重
要
だ
。

　わ
が
国
で
は
「
被
害
を
前
提
と

し
た
復
興
プ
ラ
ン
（
児
童
・
生
徒

が
災
害
で
亡
く
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　小
・
中
・
高
校
各
段

階
の
学
習
指
導
要
領
に

記
さ
れ
た
社
会
科
に
お

け
る
防
災
教
育
の
内
容

は
、
小
学
校
の
「
災
害

や
防
災
を
知
る
」か
ら
、

中
学
校
で
は
「
防
災
か

ら
地
域
性
を
学
ぶ
」
と

な
り
、
高
等
学
校
で
は

「
防
災
か
ら
「
自
然
と

あらエッサ
原田茂駅長

　神話のふるさと島根の東の玄関口。

島根県安来市中海町 118-1
国道９号　TEL.0854-23-2510

新設の鮮魚店では山陰沖直送の朝どれ活魚、干物、
海産物が並びます。農産物等直売所には旬の地元
野菜や果物が品数豊富です。お食事処では安来産
どじょうや出雲そばが楽しめ、駅中屋台の安来牛
乳使用のソフトクリームは大人気です。

ラステンほらど
松田五士駅長

　美濃・東濃・飛騨路の旅人に休息と

岐阜県関市洞戸菅谷 545
国道 256 号　TEL.0581-58-2940

憩い提供をめざし、自然に囲まれたやすらぎを意
味するドイツ語から命名しました。建物も峠の茶
屋のイメージです。特産のキウイフルーツを発展
させたワイン、シャーベット、キウイせんべい、
世界に誇る「高賀の森水」がおススメです。

愛彩ランド
木下茂喜店長

　だんじり祭りで有名な岸和田市の山

大阪府岸和田市三ヶ山町 280-55
国道 170 号　TEL.072-444-8002

の手に位置し、4.4㌶の敷地に300坪を誇る農産
物直売所、岸和田市漁協が入る鮮魚館、地元野菜
をふんだんに使うビュッフェ、体験交流館があり
ます。連日たくさんのお客様で、休日には２輪車
ファンの集合にもご利用いただいています。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
基

調
講
演
を
す
る
篠
原
靖
跡
見
学
園

女
子
大
准
教
授

「道の駅の新たな展開」考える
「
日
本
道
路
会
議
」
開
催

道
路
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
ア
イ
デ
ア
凝
ら
し
新
商
品
開
発
…
先
進
道
の
駅
か
ら

地
域
振
興
の
課
題
…
お
金
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
の
支
援
も
行
う
国
交
省

道
の
駅
発
展
の
秘
訣

パネリスト
▽大橋　菜央氏＝㈱リクルートライフスタイル、じゃらん統括編集長
▽加藤　文男氏＝道の駅「とみうら」初代駅長、㈱ちば南房総取締役
▽永井　彰一氏＝道の駅「川場田園プラザ」管理運営者、
� ㈱田園プラザ川場代表取締役社長
▽古口　達也氏＝道の駅「もてぎ」設置者、茂木町長
▽小関　幸一氏＝道の駅「七ヶ宿」設置者、七ヶ宿町長
▽伊藤　高氏＝国土交通省国道 ･防災課�国道事業調整官
コーディネーター
篠原靖氏＝跡見学園女子大学観光コミュニティ学部准教授

基
調
講
演
跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部

准
教
授

　篠
原
靖
氏

　道
路
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
研
究
発
表

す
る
第
31
回
「
日
本
道
路
会
議
」
が
10
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
。

こ
の
中
の
重
要
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
道
の
駅
の
新
た
な
展
開
」

が
討
議
さ
れ
た
の
で
、
概
要
を
紹
介
す
る
。

　道
の
駅
は
現
在
、
全
国
の
登
録

数
が
１
０
７
９
駅
に
達
し
、
国
政

　永
井

　人
口
３
６
０
０
人
、
国

道
も
鉄
道
も
な
い
小
さ
な
村
だ

が
、
観
光
と
農
業
に
よ
る
村
お
こ

し
を
目
指
し
て
平
成
８
年
、
村
の

年
間
予
算
を
上
回
る
約
30
億
円
の

事
業
費
で
道
の
駅
が
開
業
し
た
。

し
か
し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
運
営

が
経
営
不
振
で
民
間
の
私
が
依
頼

さ
れ
、
平
成
18
年
に
全
面
刷
新
。

ま
ず
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
改
革
に
取

り
組
ん
だ
。
村
民
、
出
店
業
者
の

信
頼
も
得
て
村
産
品
に
よ
る
新
商

　古
口

　東
京
か
ら
１
０
０
㌔
圏

で
も
３
本
の
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
か
ら

遠
く
て
工
場
誘
致
は
無
理
。
道
の

駅
も
客
が
来
な
い
だ
ろ
う
と
反
対

が
多
か
っ
た
が
、
昨
年
は
来
訪
者

１
６
０
万
人
、
売
上
８
億
２
０
０

０
万
円
と
な
り
、
所
得
８
０
０
万

円
以
上
の
生
産
者
が
12
人
出
る
な

ど
地
域
雇
用
に
大
き
く
貢
献
で
き

た
。　徹

底
し
た
採
算
追
求
が
奏
功

し
、
特
産
の
ゆ
ず
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

　現
在
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
郷
土
料
理
や
特
産
品
活
用
の
新

商
品
、
イ
ベ
ン
ト
が
競
う
よ
う
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

の
重
要
課
題
で
あ
る
地
方
創
生
の

有
力
な
け
ん
引
力
と
期
待
さ
れ
て

的
に
販
売･

保
存
・
加
工
す
る
。

　ス
ペ
ー
ス
の
限
界
克
服
に
知
恵

を
絞
り
、
び
わ
・
い
ち
ご
刈
り
、

菜
の
花
摘
み
な
ど
組
み
合
わ
せ
、

来
訪
日
時
も
調
整
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
を
開
発
、
観
光
業
者
に

一
括
販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
年
間
３
０
０
０
～
５
０
０
０
台

の
観
光
バ
ス
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
ツ
ア
ー
客
の
食
事
は
地
域
の

店
に
任
せ
、
地
域
全
体
の
振
興
に

配
慮
し
た
。

ー
、
え
ご
ま
の
６
次
産
業
化
に
挑

戦
中
で
、
う
ち
も
全
量
を
買
い
上

げ
る
。
従
業
員
の
意
欲
向
上
も
大

切
な
の
で
、
給
与
が
役
場
職
員
を

上
回
る
よ
う
に
と
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
。

　小
関

　人
口
１
５
３
０
人
の
小

さ
な
町
で
道
の
駅
も
小
さ
く
、
東

日
本
大
震
災
で
救
援･

復
旧
の
大

型
車
も
入
れ
な
い
た
め
昨
春
、
七

ヶ
宿
ダ
ム
と
一
体
に
な
っ
た
自
然

公
園
内
に
移
転
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。高
齢
化
率
が
46
％
に
達
し
、

7
つ
の
旧
宿
場
の
う
ち
３
つ
で
商

店
が
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
た
め

週
５
日
、
見
守
り
役
も
兼
ね
る
移

動
車
販
売
を
始
め
た
。

　６
次
産
業
化
も
手
が
け
、
地
元

米
で
の
酒
づ
く
り
、
豊
富
な
山
菜

の
漬
物
、
果
実
の
生
ジ
ュ
ー
ス
が

好
評
。
雪
を
小
屋
に
つ
め
て
玄
米

や
そ
ば
を
長
期
保
存
す
る「
雪
室
」

な
ど
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
、
限
界

集
落
に
な
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

い
る
。

た
。
災
害
に
備
え
た
防
災
機
能
強

化
な
ど
多
機
能
化
も
進
み
、
中
山

間
地
の
駅
で
も
活
気
が
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　成
功
し
て
い
る
道
の
駅
は
、
創

意
工
夫
で
地
域
資
源
を
発
掘
し
磨

き
上
げ
る
独
自
性
、
経
営
者
自
ら

が
利
用
者
の
意
向
を
熱
心
に
リ
サ

ー
チ
し
、
商
品
の
付
加
価
値
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
点
な

ど
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
は
、
特
に
先
進
的

な
道
の
駅
を
「
全
国
モ
デ
ル
道
の

駅
」
や
「
重
点
道
の
駅
」
に
選
定

し
、
地
方
創
生
の
核
に
な
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
の
新

た
な
展
開
を
考
え
る
た
め
、
経

営
の
秘
訣
、
地
域
振
興
の
課
題
、

今
後
の
夢
な
ど
を
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
な
ど
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

　道
の
駅
制
度
が
発
足
し
た
平
成

５
年
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
大
不
況

で
、
観
光
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
ブ
旅

行
の
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
登
録
に
は
休
憩･

情
報
発
信･

地
域
連
携
の
３
機

能
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　そ
れ
が
10
年
間
で
７
０
０
駅
以

上
に
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
旅

行
が
団
体･

周
遊
型
か
ら
個
人･

滞
在
交
流
型
へ
と
国
民
の
価
値
観

が
変
化
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
偽

装
食
品
や
農
薬
漬
け
野
菜
の
社
会

問
題
化
な
ど
で
、
地
元
の
新
鮮
で

安
全
安
心
な
農
水
産
物
が
比
較
的

安
く
買
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
道

の
駅
人
気
が
い
っ
そ
う
高
ま
り
ま

し
た
。

品
開
発
、製
造
販
売
を
中
心
に
し
、

利
用
者
に
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
奮
闘
し
た
。
現
在
の

来
訪
者
は
年
１
６
０
万
人
、
売
上

16
億
円
に
達
し
、
地
域
振
興
に
貢

献
で
き
て
い
る
。

　加
藤

　特
産
の
大
粒
び
わ
は
生

食
用
だ
け
で
は
時
期
も
限
ら
れ
痛

み
や
す
い
の
で
加
工
に
力
を
入
れ

50
種
類
も
の
新
商
品
を
開
発
。
生

産
者
が
安
心
で
き
る
よ
う
規
格
外

品
も
含
め
全
量
を
買
い
取
り
計
画加藤文男さん

古口達也さん

小関幸一さん

永井彰一さん

おおえ
新関一利駅長

　月山、朝日連峰を一望でき、すぐそば

山形県大江町藤田 218-1
国道 287 号　TEL.0237-62-5845

を最上川が流れ、風光明媚な自然に恵まれた小さ
な道の駅です。隣接する日帰り温泉２か所を利用
し当駅で車中泊される方も。特産のラ・フランス
などの果物や野菜を販売し地方発送もＯＫ。食事
はもち、うどん、そば、ラ・フランスソフトなど。

川口・あんぎょう
津田正駅長

　｢花と緑｣をテーマとした道の駅です。

埼玉県川口市大字安行領家 844-2
国道 298 号　048-296-4021

通年、緑花に関するイベントを開催し、緑に触れ
る機会を提供しています。館内には、園芸売店、
屋上庭園、レストラン、和菓子売店などがあり、
名物の樹里安アイスは、川口産の原料を使用した
３種類のオリジナルアイスで好評です。

みなみ波賀
坂口和幸駅長

　難読地名西の横綱とされる宍粟（し

兵庫県宍粟市波賀町安賀 8-1
国道 29 号　TEL.0790-75-3999

そう）市山間部にあり、変わりゆく季節を実感
していただけます。自社で加工所や農園を持ち、
地元食材製品を製造販売するほか、年間を通じ
「自然薯料理」を提供するレストランや新鮮野菜
販売の「青空市」、パン工房も併設しています。
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活発だったパネルディスカッション

６次産業化商品でもてぎをＰＲ

とみうらの商品は女性に人気

「道の駅の新たな展開」考える
地
域
振
興
の
課
題
…
お
金
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
の
支
援
も
行
う
国
交
省

道
の
駅
の
夢
…
「
小
さ
な
村
で
も
海
外
戦
略
は
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
」

道
の
駅
発
展
の
秘
訣

　加
藤

　「道
の
駅
」
と
い
う
日

本
語
が
「
カ
ラ
オ
ケ
」
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
世
界
に
通
じ
る
よ
う
に

し
た
い
。
特
に
途
上
国
に
対
し
て

は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
宝
庫
で
、
目
下
ベ

ト
ナ
ム
で
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
国
境
の
壁
が
取
り

　大
橋

　観
光
で
一
番
大
切
な
の

は
そ
の
土
地
な
り
の
特
色
を
提
供

し
非
日
常
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
画
一
サ
ー
ビ
ス
で
は

外
国
人
も
日
本
人
で
も
難
し
い
。

「
じ
ゃ
ら
ん
」
の
宿
泊
旅
行
調
査

も
、「
ご
当
地
感
ら
し
さ
」
と
「
地

域
と
の
交
流
」
を
重
視
す
る
答
え

が
増
え
て
い
る
。
道
の
駅
で
も
地

域
の
魅
力
を
磨
き
、
周
辺
に
も
誘

う
よ
う
な
仕
掛
け
が
で
き
れ
ば
い

が
あ
れ
ば
道
の
駅
と
し
て
登
録
し

て
い
る
。
独
自
性
で
勝
負
す
る
の

が
原
点
だ
。

　永
井

　人
間
は
１
カ
所
に
２
時

間
い
る
と
何
か
食
べ
た
り
買
い
た

く
な
っ
た
り
す
る
と
聞
き
、
滞
在

時
間
を
長
く
す
る
工
夫
を
し
て
い

る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
６
０
０
０

本
植
え
、
季
節
限
定
だ
が
自
由
に

歩
い
た
り
実
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
お
か
げ
で
95
％
の

い
。　伊

藤

　太
田
昭
宏
前
国
交
相
も

常
々
、
地
方
創
生
の
推
進
は
「
右

手
に
観
光
、
左
手
に
道
の
駅
」
と

強
調
さ
れ
て
お
り
、
国
と
し
て
も

道
の
駅
支
援
策
を
様
々
に
練
っ
て

い
る
。
開
設
者
の
市
町
村
の
自
主

性
を
妨
げ
な
い
の
が
大
事
で
、
お

金
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
の
支

援
、
例
え
ば
、
駐
車
場
の
適
正
台

数
な
ど
地
域
振
興
に
効
果
あ
る
デ

ー
タ
提
供
を
予
定
し
て
い
る
。
七

ヶ
宿
町
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
に

悩
む
地
域
で
日
常
生
活
の
不
便
解

消
を
図
る
支
援
策
は
他
地
区
で
も

始
め
て
い
る
。

　加
藤

　道
の
駅
を
作
る
と
き

は
、
他
の
駅
見
学
よ
り
ま
ず
地
域

の
資
源
、
得
意
技
を
評
価
し
、
そ

の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
仕
掛
け
を

考
え
た
い
。
国
交
省
も
個
別
に
細

か
い
注
文
を
つ
け
ず
、
基
本
機
能

客
が
通
過
で
は
な
く
道
の
駅
を
目

的
に
お
い
で
に
な
っ
て
お
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
率
も
60
％
以
上
だ
。

　古
口

　う
ち
に
は
大
き
な
企
業

な
ど
来
て
く
れ
な
い
か
ら
、
町
自

ら
が
道
の
駅
で
雇
用
の
場
を
つ
く

り
、
で
き
る
限
り
町
全
体
が
潤
う

よ
う
に
し
て
き
た
。
道
の
駅
に
客

を
奪
わ
れ
て
さ
び
れ
た
と
商
店
主

に
文
句
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
誰
か
の
せ
い
に
す
る
前
に
、

自
分
で
ま
ず
努
力
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
。

　小
関

　高
齢
者
の
た
め
の
移
動

販
売
は
年
間
２
５
０
０
万
円
の
売

上
で
、
経
費
を
入
れ
る
と
と
ん
と

ん
だ
が
、
町
と
し
て
は
収
益
だ
け

で
考
え
て
は
い
な
い
。
今
後
は
お

年
寄
り
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

か
調
査
し
、
個
別
の
注
文
に
も
応

じ
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
だ
。

払
わ
れ
る
と
、
追
い
上
げ
る
途
上

国
と
の
競
争
も
激
し
く
な
る
が
、

道
の
駅
関
係
者
が
実
際
に
現
地
で

生
産
者
や
消
費
者
と
活
動
す
れ
ば

国
際
協
力
に
な
り
、
わ
が
町
の
発

展
に
も
な
る
。

　永
井

　小
さ
な
村
で
も
海
外
戦

略
は
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

ミ
ラ
ノ
万
博
で
は
、
京
都
の
料
亭

と
の
コ
ラ
ボ
で
開
発
し
た
は
ん
ぱ

材
有
効
活
用
の
米
ス
ー
プ
に
つ
い

て
記
者
発
表
し
た
。
ビ
ー
ル
と
米

は
も
う
輸
出
を
始
め
、
海
外
か
ら

の
視
察
が
50
組
に
達
し
て
い
る
。

　古
口

　従
業
員
の
待
遇
を
改
善

し
地
域
活
性
化
に
役
立
て
る
の
が

当
面
の
大
き
な
願
い
。
１
０
０
０

以
上
も
の
道
の
駅
が
あ
る
の
で
連

携
を
強
め
、
そ
こ
で
働
く
み
ん
な

が
輝
く
た
め
に
共
済
組
合
で
も
作

れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　小
関

　小
さ
な
駅
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
、
地
域
産

品
の
販
売
、
こ
れ
を
支
え
る
産
業

が
道
の
駅
で
う
ま
く
結
び
つ
き
、

新
し
い
産
業
が
育
っ
て
地
域
の
雇

用
促
進
に
貢
献
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
る
。

　大
橋

　篠
原
先
生
の
基
調
講
演

で
最
近
の
消
費
者
意
識
が
「
い
ま

だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ

け
」
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
に
驚

い
た
。
私
た
ち
も
人
を
動
か
す
の

は
「
い
ま
だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
じ

ゃ
ら
ん
だ
け
」
を
編
集
方
針
と

し
、
い
か
に
他
と
違
っ
た
個
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
磨
い
て
魅
力
に
し

て
い
る
か
と
い
う
情
報
を
提
供
す

る
よ
う
努
め
て
き
た
。
よ
そ
の
い

い
と
こ
ろ
を
真
似
る
以
上
に
、
他

と
違
っ
た
魅
力
あ
る
地
域
、
道
の

駅
が
広
が
る
よ
う
楽
し
み
に
し
て

い
る
。

　伊
藤

　道
の
駅
が
こ
こ
ま
で
発

展
し
た
の
は
、
休
憩･

情
報
発
信

･

地
域
連
携
の
基
本
機
能
を
し
っ

か
り
守
り
、
地
域
の
核
と
し
て
育

っ
て
き
た
こ
と
が
国
民
か
ら
強
く

支
持
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　国
と
し
て
は
こ
の
固
い
シ
ン
が

ぶ
れ
な
い
よ
う
に
し
、
各
地
域
が

こ
れ
を
基
盤
に
し
て
、
自
由
に
多

様
な
発
想
で
今
後
20
年
、
30
年
と

ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
。

日
本
道
路
会
議

　道
路
の
計
画
、
建
設
、
維
持
管
理
等
に
関
わ
る
全
国
の
行
政
、
団
体
、
企
業
、
研
究
者
ら
２
０
０
０
人

以
上
が
一
堂
に
会
し
、
様
々
な
課
題
で
意
見
交
換
し
研
究
発
表
す
る
わ
が
国
最
大
級
の
会
議
。
道
路
管
理

者
ら
が
組
織
す
る
公
益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
の
主
催
で
、昭
和
27
年
か
ら
ほ
ぼ
隔
年
開
催
し
て
い
る
。

　小
関

　農
家
が
丹
精
し
て
育
て

た
作
物
を
道
の
駅
に
出
す
と
よ
く

売
れ
、
消
費
者
に
も
喜
ば
れ
る
の

で
生
き
が
い
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
町
は
大
い
に
助
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
い
う
仕
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
れ
ば
、
地
域
全
体
も
活

性
化
す
る
。
そ
の
際
に
不
可
欠
な

農
業
６
次
産
業
化
の
推
進
に
は
、

や
は
り
道
の
駅
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

　古
口

　地
域
の
商
店
は
道
の
駅

開
設
を
大
き
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
登
場
と
捉
え
、
積
極
的
に
関
わ

り
一
緒
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。
茂

木
町
内
の
７
つ
の
和
菓
子
屋
さ
ん

は
そ
ろ
っ
て
道
の
駅
に
出
店
し
業

績
を
上
げ
て
い
る
。

　本
来
行
政
の
仕
事
で
あ
る
高
齢

者
施
設
を
備
え
た
り
防
災
機
能
を

強
化
す
る
道
の
駅
は
「
小
さ
な
拠

点
」
と
い
う
よ
り
「
大
き
な
拠
点
」

だ
。
道
の
駅
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

汚
す
と
こ
ろ
は
登
録
取
り
消
し
も

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　加
藤

　地
域
を
発
展
さ
せ
る
秘

訣
と
な
る
と
、
失
敗
し
て
責
任
を

と
ら
さ
れ
な
い
よ
う
リ
ス
ク
を
避

け
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
の
が

心
配
だ
。
道
の
駅
経
営
に
重
要
な

の
は
開
設
者
で
あ
る
市
町
村
ト
ッ

プ
の
姿
勢
だ
。
困
難
に
真
っ
向
か

ら
挑
戦
し
失
敗
か
ら
も
学
ん
で
ス

キ
ル
を
獲
得
す
る
に
は
、
道
の
駅

ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
場
は
な
い
。

　古
口

　リ
ス
ク
な
し
で
大
き
な

リ
タ
ー
ン
は
あ
り
え
な
い
が
、
行

政
は
絶
対
成
功
し
な
い
と
い
け
な

い
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
に
も

騒
ぐ
町
民
に
は
困
惑
す
る
。
手
が

け
た
事
業
で
成
功
と
い
え
る
の
は

10
回
の
う
ち
３
回
く
ら
い
。
３
割

っ
て
大
変
な
実
績
だ
。
イ
チ
ロ
ー

だ
っ
て
今
年
は
達
成
で
き
な
か
っ

た
と
言
っ
た
ら
、
せ
め
て
５
割
は

成
功
し
ろ
と
言
わ
れ
た
。

　永
井

　川
場
村
も
役
員
の
半
分

以
上
が
役
場
関
係
者
の
３
セ
ク
だ

が
、成
功
率
は
３
割
ほ
ど
。
た
だ
、

従
業
員
に
は
役
場
の
人
は
な
く
、

持
ち
場
ご
と
に
仕
入
れ
な
ど
責
任

を
持
ち
、
２
か
月
ご
と
に
点
検
し

問
題
点
を
自
主
改
善
し
て
い
る
。

半
分
以
上
の
従
業
員
は
役
場
職
員

よ
り
給
料
が
よ
く
、
成
功
報
酬
制

な
の
で
29
歳
で
賞
与
９
カ
月
も
あ

る
。　大

橋

　人
材
育
成
は
ど
の
世
界

で
も
大
き
な
課
題
。
観
光
業
も
従

業
員
の
満
足
度
の
低
さ
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
、
埼
玉
県
内

で
新
し
い
道
の
駅
の
立
ち
上
げ
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
が
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
を
ど
う
育
て
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

伊藤高さん

大橋菜央さん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ま
と
め

　篠
原

　討
議
内
容
を
簡
単
に
ま

と
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
生

産
者
は
作
れ
ば
終
わ
り
だ
っ
た

が
、
道
の
駅
を
き
っ
か
け
に
、
消

費
者
が
ど
ん
な
も
の
を
望
ん
で
い

る
か
考
え
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り

を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
が
開
か
れ
た
と
い
え
る
。

　そ
れ
が
さ
ら
に
各
道
の
駅
の
魅

力
を
作
り
、
地
域
の
活
性
化
、
地

方
創
生
へ
と
確
実
に
つ
な
が
っ
て

い
く
は
ず
だ
。
中
山
間
地
で
の
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
生
活
利
便

の
支
援
問
題
や
、
こ
れ
を
広
げ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
な
ど

は
、
今
後
と
も
で
き
る
限
り
各
方

面
で
討
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

あいお
松廣榮駅長

　「車えび養殖発祥の地」が誇り。店内

山口市秋穂東 1520-4
県道 338 号　TEL.083-984-5704

にも特産品の核としてえびの加工品を多種揃えて
いるほか、秋穂漁協で水揚げされたばかりの活き
えび・鮮魚直売イベントや駅独自のまつりを開催
しています。食事処ではえび雑炊、えびフライ定
食が好評。地元野菜、生花も見逃せませんよ。

花の里いいじま
北原秀美マネージャー

　山岳県長野県のなかでも、南アルプ

長野県飯島町七久保 2252
県道 15 号　TEL.0265-86-6580

ス、中央アルプスのふたつのアルプスを望むこと
ができる絶好の立地が自慢。山々をくぐり抜けて
きた伏流水は豊富な農産物を育くみ、安全で新
鮮な野菜や果実を主とした直売所は人気スポット
で、往き交う人々に憩いの空間を提供します。

遊 YOUさろん東城
名越輝二支配人

　中国自動車道東城ＩＣの目の前。お肉

広島県庄原市東城町川東 877
国道 182 号　TEL.08477-2-4444

を中心に地元食材を使ったお食事処と、特産品の
竹屋饅頭、雄橋、地酒をはじめ品揃え豊富な売店
が魅力的です。特に、目の前でシェフが焼きあげ
る「広島牛のステーキ」は絶品！　ファンも多い。
国定公園帝釈峡にも近く、観光拠点としても◎。
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　道
路
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
で
き
る
だ
け
橋
と
か
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
構
造
物
を
少
な
く
し
よ

う
と
す
る
の
が
基
本
的
な
考
え
方

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
土

工
部
分
（
土
を
盛
っ
た
り
、
山
の

斜
面
を
削
っ
た
り
し
て
道
路
幅
を

確
保
し
た
部
分
）
に
比
べ
、
格
段

に
費
用
が
増
大
す
る
か
ら
で
す
。

　特
に
県
道
や
市
町
村
道
で
は
、

山
岳
地
帯
に
入
る
と
連
続
す
る
よ

う
に
カ
ー
ブ
を
設
け
て
、
緩
や
か

な
道
路
勾
配
を
保
ち
な
が
ら
で
き

る
だ
け
標
高
を
稼
ぎ
、
最
後
に
短

い
ト
ン
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
る

「
費
用
節
約
型
路
線
」
が
多
い
こ

と
は
、
日
頃
の
経
験
で
実
感
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　国
土
の
約
70
％
が
山
岳
で
あ
る

う
え
に
、
平
野
部
が
小
さ
く
分
断

さ
れ
て
い
て
散
在
し
て
い
る
わ
が

国
で
は
、
都
市
と
都
市
を
結
ぶ
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
山
岳
地
帯
を

通
過
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ド
イ
ツ
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が

ド
イ
ツ
平
原
と
い
わ
れ
る
大
き
な

一
つ
の
平
野
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

も
同
様
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
想

像
を
絶
す
る
都
市
間
連
絡
の
困
難

さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　き
わ
め
て
費
用
の
か
か
る
橋
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
が
道
路

延
長
に
占
め
る
割
合
を
調
べ
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
速
道
路
で
は

総
延
長
の
わ
ず
か
４
％
程
度
に
過

ぎ
な
い
の
に
、
わ
が
国
で
は
約
33

％
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
線
形
を

重
視
し
た
新
東
名
高
速
道
路
で
は

約
60
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　わ
が
国
の
道
路
の
延
長
あ
た
り

建
設
費
が
割
高
だ
と
批
判
す
る
人

が
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事
情
も

知
ら
な
い
ま
ま
に
述
べ
て
い
る
の

で
す
。
お
ま
け
に
、
フ
ラ
ン
ス
も

ド
イ
ツ
も
国
土
の
主
要
部
分
で
は

｢

地
震
力
を
考
え
る
必
要
が
な

い
」
の
に
、
わ
が
国
で
は
全
国

ど
こ
で
も
世
界
最
大
級
の
地

震
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
設
計

で
き
な
い
の
で
す
か
ら
、
建
設

費
の
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る

の
で
す
。

（
前
回
、「
武
部
健
一
」
と
書
く
べ

き
と
こ
ろ
、｢

建
一
」
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
）

圧
倒
的
な
構
造
物
の
比
率

道の駅で「緑の募金」活動に参加できます

　北
欧
の
国
々
は
暮
ら
し
や
す
い

国
、
住
み
や
す
い
国
の
人
気
度
で
い

つ
も
上
位
に
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
森

と
湖
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
、
国
民
は
自
然
と
と

も
に
生
き
る
。
都
市
に
住
む
人
々
で

さ
え
多
く
は
、
キ
ノ
コ
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
を
森
に
入
っ
て
採
取
す

る
。
そ
ん
な
風
土
が
今
年
発
表
70
年

を
迎
え
た
童
話
ム
ー
ミ
ン
や
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
村
を
生
ん
だ
。
当
然
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
進
ん
だ
国
で
も
あ
る
。

　日
本
で
も
そ
ん
な
自
然
と
共
存
す

る
暮
ら
し
を
と
、
栃
木
県
那
須
町

に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
」
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。
循
環
型
社
会
の
形
成

に
役
立
ち
た
い
と
、
同
名
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
森
株
式
会
社
が
１
９
９
５

年
、
那
須
高
原
の
一
角
に
設
立
。
森

の
パ
ン
屋
さ
ん
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
カ
フ

ェ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
家
、
薪
ス

ト
ー
ブ
博
物
館
な
ど
の
施
設
を
持

つ
、一
種
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。

　前
身
は
寺
社
や
住
宅
の
建
設
業
で

創
業
90
年
に
な
る
が
、
現
在
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ

の
普
及
で
あ
る
。
那
須
は
、
皇
室
の

御
用
邸
も
あ
る
県
内
有
数
の
別
荘
地

と
い
う
土
地
柄
だ
が
、
那
須
お
ろ
し

で
知
ら
れ
る
冬
の
寒
さ
は
厳
し
く
、

　近年、地域の森林荒廃が危惧されています。育って
きた国内の森林資源が活用されないため、森づくりの
循環が途切れているためと言われています。これでは
いけないと、地域の活性化をめざして活躍している先
進道の駅で、「緑の募金」箱を設置し、健全な森づく
りのための活動を支援しています。

地域で長年守り育ててきた豊かな美しい森
　今度は私たちが未来の世代に継承します
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高
原
の
一
角
に
薪
ス
ト
ー
ブ
博
物
館
な
ど

山
小
屋
風
の
暮
ら
し
に
強
力
な
暖
房

は
欠
か
せ
な
い
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
、

遠
赤
外
線
や
対
流
効
果
に
よ
り
、
普

通
の
ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
よ
り
暖

房
効
率
が
高
い
と
い
う
。

　フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
を
設
立
し
た

人
見
豊
一
さ
ん
は
、
工
務
店
時
代
か

ら
五
右
衛
門
風
呂
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を

手
が
け
て
い
た
が
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

高
ま
り
で
、
間
伐
材
な
ど
の
資
材
を

有
効
活
用
す
る
環
境
保
全
活
動
に
結

び
つ
け
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
っ

た
。
今
は
、
息
子
元
規
さ
ん
が
理
事

長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
エ
コ
サ

ン
タ
」
と
と
も
に
活
動
。
父
親
が
薪

ス
ト
ー
ブ
を
販
売
し
、
息
子
が
せ
っ

せ
と
薪
を
作
る
。
親
子
で
薪
ス
ト
ー

ブ
の
普
及
に
ま
い
進
す
る
。

　薪
を
燃
や
せ
ば
Ｃ
０
２
が
出
て
環
境

に
良
く
な
い
の
で
は
と
思
い
が
ち
だ

が
、
そ
も
そ
も
薪
の
原
料
で
あ
る
樹

木
は
、
空
気
中
の
Ｃ
０
２
を
吸
収
し
て

成
長
す
る
。
成
長
の
た
め
に
吸
収
し

た
Ｃ
０
２
と
薪
を
燃
や
し
た
と
き
に
発

生
す
る
Ｃ
０
２
の
量
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い

わ
れ
、
大
気
中
の
Ｃ
０
２
増
加
に
は
繋

が
ら
な
い
と
さ
れ
る
か
ら
、
薪
ス
ト

ー
ブ
は
極
め
て
エ
コ
暖
房
な
の
だ
。

栃木・那須のフィンランドの森
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
家
の
サ
ン
タ
さ

ん
の
執
務
室
に
も
薪
ス
ト
ー
ブ
が

ハ
ン
モ
ッ
ク
カ
フ
ェ
で
は
、
室
内
で

も
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
仮
眠
で
き
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
雑
貨
な
ど
も
売
っ

て
い
る
ム
ー
ミ
ン
シ
ョ
ッ
プ

緑
の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク

パスカル清見
稀代祐司駅長

　郡上市への通称「飛騨せせらぎ街道」

岐阜県高山市清見町大原 858-1
国道 257 号　TEL.0576-69-2321

は標高650～1113㍍をアップダウンし、広葉樹・
針葉樹の山並みと清流川上川・馬瀬川のさわやか
さを感じる絶好のドライブルートです。当駅はそ
のほぼ真ん中にあり、地産品を使った飲食やパス
カルオリジナルの土産品など取り揃えています。

鹿北
黒川幸治駅長

　福岡県境の小栗峠にあり、総面積の

熊本県山鹿市鹿北町岩野 4186-130
国道 3号　TEL.0968-32-4111

70％を山林が占めている自然豊かな地域です。茅
葺き屋根の農家をイメージした建物内では、春は
名産の筍やいちご、夏はすいか、秋は栗、冬は芋
など美味しい果物と野菜類がいっぱい。食堂では
名物の野菜ふんだん「だご汁」などがあります。

井波
吉田和人駅長

　伝統工芸の「井波彫刻」が盛んなこ

富山県南砺市北川 730
国道 471 号　TEL.0763-82-5757

とから「木彫りの里」として全国的に知られて
いる南砺市井波。店内には井波彫刻をはじめと
した木製品はもちろん、富山県ならではのお土
産も多数あります。隣接の「井波彫刻総合会館」
では井波彫刻の真髄を見て回ることができます。
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　政
府
も
平
成
20
年
度
に
閣
議
決
定

し
た
森
林
・
林
業
白
書
で
、
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
重
油
や
石
炭
に
代

わ
り
、
Ｃ
０
２

排
出
量
が
少
な
い
森

林
の
間
伐
材
な
ど
、
木
質
バ
イ
オ
燃

料
の
普
及
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　問
題
は
、
薪
の
調
達
と
安
定
供
給

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
間
伐

材
を
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、
伐

採
後
に
は
植
林
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
森
林
は
整
備
が
行

き
届
い
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に

は
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
な
い
。

　「緑
が
拓
く
地
域
の
芽
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
10
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
。
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推

進
機
構
が
主
催
し
、
毎
日
新
聞
社

が
共
催
、
林
野
庁
が
後
援
し
た
。

　地
域
資
源
と
し
て
木
材
や
森
林

が
注
目
を
集
め
、
さ
ら
に
「
森
の

力
」
が
防
災
や
環
境
保
全
、
産
業

や
雇
用
な
ど
多
様
な
分
野
で
改
め

て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
活
性
化
に
と
っ
て
の
森
林
や

林
業
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
だ
。

　特
に
「
地
方
創
生
」
を
核
と
し

11

エ
コ
サ
ン
タ
が
廃
材
の
橋
渡
し

地
方
再
生
に
森
活
用

「
緑
が
拓
く
地
域
の
芽
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

て
、「
地
域
資
源
の
活
用
と
林
業

の
関
係
」
や
「
産
業
振
興
や
就
労

促
進
に
寄
与
す
る
林
業
」
を
柱
と

し
て
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

　基
調
講
演
を
し
た
の
は
「
地
方

消
滅
～
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人

口
急
減
」（
中
公
新
書
）
の
発
表

で
日
本
の
近
未
来
に
強
い
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
衝
撃
を
与
え
た
野
村
総

研
顧
問
で
元
総
務
大
臣
の
増
田
寛

也
氏
。

　「地
方
消
滅
か
ら
地
方
創
生
へ
」

の
テ
ー
マ
で
、
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
が
経
済
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

影
響
を
与
え
る
か
な
ど
を
力
説
。

　か
つ
て
岩
手
県
知
事
を
務
め
地

方
分
権
を
訴
え
た
「
改
革
派
知

事
」
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新
た
な

統
計
数
字
な
ど
を
披
露
し
て
、
地

域
の
現
状
か
ら
い
か
に
地
方
創
生

に
導
く
か
を
説
明
。
特
に
出
生
問

題
や
地
域
の
人
口
流
出
を
取
り
上

げ
て
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を
増

や
す
こ
と
や
子
育
て
対
策
に
、
国

は
も
っ
と
積
極
的
に
予
算
を
投
じ

る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　「緑
が
拓
く
地
域
の
芽
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
毎
日
新
聞
水
と
緑

の
地
球
環
境
本
部
の
斗
ヶ
沢
秀
俊

本
部
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

宮
城
県
石
巻
市
を
中
心
に
地
元
の

森
林
資
源
を
積
極
活
用
し
た
製
品

を
作
り
、
林
業
の
復
活
を
目
指
し

た
い
と
す
る
セ
イ
ホ
ク
㈱
の
相
澤

秀
郎
専
務
取
締
役
。
林
業
、
製
材

業
、
木
材
販
売
業
、
大
工
な
ど
の

に
取
り
組
む
、
北
海
道
中
川
町
産

業
振
興
室
の
高
橋
直
樹
主
任
。
造

林
学
、
森
林
生
態
学
の
分
野
で
わ

が
国
を
代
表
す
る
学
者
の
一
人
、

只
木
良
也
京
都
府
立
林
業
大
学
校

校
長
、
の
４
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
持
論
を
展
開
し
、
現
状
報

告
し
た
。

業
種
が
激
減
し
て

い
る
こ
と
に
危
機

感
を
持
ち
、
社
団

法
人
「
国
産
材
を

使
っ
た
木
造
住
宅

を
守
る
会
」
を
設

立
し
た
斉
藤
章
副

会
長
。

　日
本
五
大
家
具

産
地
の
一
つ
旭
川

家
具
と
連
携
し
、

広
葉
樹
資
源
を
核

と
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築

基調講演する増田寛也氏

　自
然
に
恵
ま
れ
た
那
須
だ
か
ら
、

山
に
は
豊
富
な
森
林
資
源
が
あ
る
。

し
か
し
、
安
価
な
外
国
産
木
材
に
押

さ
れ
て
国
産
材
価
格
は
低
迷
し
、
少

子
高
齢
化
で
林
業
従
事
者
は
減
り
、

間
伐
も
ま
ま
な
ら
ず
に
山
林
の
荒
廃

が
進
む
。
現
状
で
は
間
伐
し
て
も
搬

出
、
処
分
す
る
コ
ス
ト
を
吸
収
で
き

ず
、
切
り
倒
し
た
樹
木
を
放
置
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
、
薪
の
供
給
は

不
安
定
で
あ
る
。

　エ
コ
サ
ン
タ
は
こ
の
問
題
解
決
の

た
め
、
森
の
廃
材
と
薪
ス
ト
ー
ブ
オ

ー
ナ
ー
の
橋
渡
し
と
な
っ
て
、
環
境

に
や
さ
し
い
循
環
型
の
社
会
実
現
を

目
指
し
活
動
す
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン
バ

ー
は
約
40
人
で
薪
ス
ト
ー
ブ
の
オ
ー

ナ
ー
も
多
い
。
薪
に
な
る
間
伐
材
が

発
生
す
る
と
皆
で
協
力
し
て
ト
ラ
ッ

ク
で
搬
出
。
集
め
た
木
材
は
油
圧
式

の
機
械
で
薪
に
し
「
薪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
乾
燥
・
保
存
し
て
販
売
す
る
。

　近
所
の
お
年
寄
り
た
ち
が
三
々
五

々
集
ま
り
、
作
業
を
手
伝
っ
て
手
間

賃
を
小
遣
い
に
す
る
喜
び
も
あ
る
。

薪
だ
け
で
な
く
小
さ
な
チ
ッ
プ
に
砕

い
て
ペ
レ
ッ
ト
に
し
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
に
も
加
工
、
販
売
す
る
。

環
境
に
優
し
い
循
環
型
社
会
を
目
指

す
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
」
と
「
エ

コ
サ
ン
タ
」。
今
年
も
間
も
な
く
ク

リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
く
る
。

　エ
コ
サ
ン
タ
は
毎
年
、
本
物
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
招
い
て
お
り
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
市

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
村
の
「
ふ
れ

あ
い
サ
ン
タ
事
業
」
を
手
が
け
る

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
事
務
局(http://

santaclausvillage.jp/)

が
仲
立

ち
し
て
、
今
年
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

森
で
12
月
19
日
、
握
手
会
を
開
く
。

　ど
ん
な
人
を
も
優
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
本
物
の
サ
ン
タ
さ

ん
。
そ
の
手
の
温
も
り
は
、
薪
ス
ト

ー
ブ
の
暖
か
さ
と
相
ま
っ
て
、
幸
せ

な
冬
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

薪ストーブでエコ暖房推進
近
く
の
お
年
よ
り
は
好
き
な
時
に
来

て
、
薪
作
り
を
お
手
伝
い

店
内
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
薪
ス

ト
ー
ブ

ふたみ
亀田尚樹所長

　「沈む夕日が立ち止まる町」がキャッ

愛媛県伊予市双海町高岸甲 2326
国道 378 号　TEL.089-986-0522

チフレーズで、当駅も人工海浜に設けた夕日観覧
席が恋人の聖地、夕日百選に認定され、デートや
ドライブの人気スポットとして若者や家族連れで
賑わっています。すぐ海、すぐ山の豊かな自然で
育った新鮮な海の幸と山の幸もおすすめ。

南房パラダイス
渡邉新一郎支配人

　長さ300㍍の連続温室などに熱帯・亜

千葉県館山市藤原 1497
フラワーライン　TEL.0470-28-1511

熱帯植物約700種類を展示し、ゾウガメやポニー、
エミュー、も飼育しています。毎週末にフラ体験も
できるショーを開催し、当園で収穫したフルーツの
オリジナル商品を販売しています。高さ23.5㍍のア
ロハタワーから一望できる平砂浦海岸線は爽快！

長野市大岡特産センター
宮澤松雄駅長

　地元産蕎麦粉を使用した手打ち蕎麦

長野市大岡甲 5275-1
国道 19 号　TEL.026-266-2888

や、ボリュームたっぷりのおやきを味わえる食堂
があります。青果物や加工品などの直売所では、
北アルプスからの清流沿いで育った四季折々の野
菜や果物、山菜などを豊富にそろえており、パン
やジュース、ハチミツなどの加工品も人気です。
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　「道
の
駅
」
の
制
度
が
で
き
て

以
来
22
年
、
１
０
７
９
駅
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
日
、

こ
れ
ま
で
の
成
功
体
験
に
安
住
す

る
こ
と
な
く
原
点
に
立
ち
返
っ
て

の
新
た
な
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
新
三
本
の
矢

の
一
つ
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
」
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
０
０
兆
円
か

ら
６
０
０
兆
円
を
目
指
す
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ

ル
な
目
標
で
あ
り
、
各
分
野
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
技
術
革
新

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
本
来
は
幅
広
い
分
野
に
お
け

る
「
創
造
的
破
壊
、
新
結
合
」
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
成
し
遂
げ
る
に
は
「
魔

の
川
」「
死
の
谷
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
海
」
な
ど
形
容
さ
れ
る
障
害
を

乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
を
持

ち
や
る
べ
き
価
値
あ
る
こ
と
を
見

出
し
、
そ
の
思
い
を
実
行
す
る
意

志
と
失
敗
に
挫
折
し
な
い
で
や
り

遂
げ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
精
神
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　10
月
５
、
６
日
と
、
日
本
人
２

人
の
方
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
さ
れ
た
大
村
智
博
士
は
「
成

功
す
る
人
は
他
人
の
２
、
３
倍
失

敗
し
て
い
る
」、
諦
め
ず
「
人
の

ま
ね
で
な
く
」「
人
の
た
め
」
に

な
る
こ
と
を
や
り
抜
く
こ
と
の
大

切
さ
を
諭
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　10
月
７
日
の
内
閣
改
造
で
新
た

に
就
任
さ
れ
た
石
井
啓
一
国
土
交

通
大
臣
は
、就
任
挨
拶
の
中
で「
大

胆
か
つ
柔
軟
な
発
想
」
に
よ
る
提

案
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　地
方
創
生
の
拠
点
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま

す
が
、「
道

の
駅
」
の
機

能
、
規
模
、
位
置
等
の
再
定
義
の

上
、
社
会
実
験
を
踏
ま
え
、「
点

か
ら
線
へ
、
そ
し
て
面
＝
ま
ち
＝

へ
」
の
展
開
を
踏
ま
え
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
相
応
し
い
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
、
ま
ち
の
姿
の
出
現
が

望
ま
れ
ま
す
。
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ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
学
び
、「
道
の
駅
」
新
た
な
展
開
を

　明
治
神
宮
の
参
集
殿
で
11
月
25

日
に
開
催
す
る
「
い
の
ち
の
感
謝

収
穫
祭
」
の
実
行
委
員
長
に
な
っ

て
い
る
。
農
山
漁
村
資
源
開
発
協

会
が
以
前
か
ら
主
催
し
て
い
る

が
、
昨
年
か
ら
事
務
局
と
し
て
お

手
伝
い
し
て
い
る
。

　「い
の
ち
の
感
謝
収
穫
祭
」
は

新
嘗
（
に
い
な
め
）
祭
だ
が
、
従

来
の
企
画
と
は
多
少
異
な
る
。
新

嘗
祭
と
い
う
言
葉
自
体
を
多
く
の

日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
い
、
11
月

23
日
は
「
勤
労
感
謝
の
日
」
と
い

う
認
識
し
か
も
っ
て
い
な
い
た

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
神
話
は
、
天
照
大
御
神
が

天
孫
に
稲
穂
を
授
け
て
天
降
ら

せ
、
こ
の
国
を
稲
穂
の
豊
か
に
実

る
国
に
す
る
よ
う
命
じ
た
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
使
命
が
、
歴
代
天

皇
に
受
け
継
が
れ
、 

宮
中
で
は
今

も
毎
年
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た

新
穀
を
神
様
に
捧
げ
て
感
謝
す
る

｢

新
嘗
祭｣

と
呼
ば
れ
る
祭
典
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
合
わ
せ
て
全
国
各
地
で

も
、
神
社
を
中
心
に
新
嘗
祭
や
秋

祭
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
元
々
の
精
神
が
今
日
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
。
農
は
国
の
大
本
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。私
た
ち
は
新
嘗
祭
を
、

い
の
ち
の
糧
で
あ
る
お
米
に
対
す

る
感
謝
だ
け
で
な
く
、
そ
の
収
穫

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
天
地
自
然

の
恵
み
と
稲
作
農
家
の
労
き(

い

た
づ
き)

へ
の
感
謝
、
水
田
が
育

む
多
様
な
生
き
も
の
た
ち
の
い
の

ち
を
も
大
切
に
す
る
祭
典
に
し
て

本
来
の
精
神
を
甦
ら
せ
、
新
し
い

世
代
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　稲
作
農
家
と
お
米
や
自
然
環
境

に
関
心
を
持
つ
国
民
が
一
堂
に
会

し
て
「
い
の
ち
の
感
謝
収
穫
祭
」

を
催
し
、
こ
の
催
事
を
通
じ
て
古

代
か
ら
続
く
「
新
嘗
祭
」
の
精
神

を
現
代
に
生
き
生
き
と
甦
ら
せ
、

我
が
国
の
基
を
し
っ
か
り
固
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　我
が
国
の
農
山
漁
村
は
非
常
な

危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。「
地

方
創
生
」
が
国
の
重
大
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
今
日
、
我
々
の
生
活

と
精
神
文
化
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
日
本

の
稲
作
文
明
」
を
改
め
て
創
造
し

直
す
機
会
に
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　以
上
が
原
文
で
あ
る
。
戦
後
70

年
間
で
「
新
嘗
祭
」
と
い
う
言
葉

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

日
本
人
に
も
う
一
度
、
日
本
人
の

原
点
と
は
何
か
を
問
い
直
し
て
欲

し
い
。
若
い
頃
の
私
な
ら
新
嘗
祭

と
い
う
言
葉
だ
け
で
思
想
的
に
右

よ
り
の
印
象
を
持
ち
、
排
除
す
る

論
理
を
持
っ
て
い
た
。
戦
後
教
育

の
中
で
き
ち
ん
と
日
本
の
古
代
史

と
近
現
代
史
を
学
ば
な
か
っ
た
結

果
で
、
修
正
に
30
年
以
上
も
か
か

っ
た
。
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芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

昨年の新嘗祭（上）。各地の農家が
持ち寄った新穀が会場に彩を添えた

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　宮
城
県
中
小
企
業
診
断
協
会

が
調
査
し
た
「
道
の
駅
の
成
功

の
法
則
」
を
筆
者
の
知
見
を
交

え
紹
介
す
る
。

　過
疎
地
域
に
あ
る
「
道
の

駅
」
と
い
え
ど
も
、
多
く
は
近

隣
主
要
都
市
か
ら
１
～
２
時
間

の
距
離
に
あ
り
、
そ
の
都
市
の

住
民
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に
す
る
こ

と
が
営
業
上
の
成
功
の
カ
ギ
と

な
る
。

　道
の
駅
の
登
録
制
度
発
足
以

来
20
年
余
り
、
最
近
で
は
「
道

の
駅
」
自
体
が
目
的
地
に
な
っ

て
き
た
、と
も
言
わ
れ
始
め
た
。

し
か
し
、「
道
の
駅
」
が
目
的

地
と
し
て
賑
わ
う
た
め
に
は
、

道
の
駅
利
用
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
月
に
複
数
回
来
訪
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
旅
行
目
的

と
な
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
（
ス

タ
ー
商
品
）
が
必
要
だ
。

　値
段
が
高
い
な
ど
の
理
由
で

ア
ク
セ
ス
頻
度
が
低
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
値
打
ち
に

販
売
さ
れ
た
と
し
て
も
賑
わ
い

の
創
出
に
は
至
ら
な
い
。
高
価

な
特
産
品
は
あ
っ
て
良
い
が
、

他
に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ
ス
タ

ー
商
品
が
求
め
ら
れ
る
。

　「あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅
」

（
宮
城
県
）や
道
の
駅「
も
て
ぎ
」

（
栃
木
県
）
で
は
、
入
り
込
み

客
が
開
設
当
初
か
ら
３
倍
以
上

に
増
え
て
い
る
。「
あ
・
ら
・

伊
達
」
で
は
限
定
販
売
の
ロ
イ

ズ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
新
鮮
な
農

産
物
の
購
入
。「
も
て
ぎ
」
で

は
手
ご
ね
の
い
ち
ご
ア
イ
ス
な

ど
の
商
品
の
購
入
に
加
え
、
近

隣
の
河
川
公
園
で
の
レ
ジ
ャ
ー

や
真
岡
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
観
賞
な
ど

が
来
訪
目
的
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。

　ス
タ
ー
商
品
で
着
実
に
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
し
て
き
た
結
果

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
ス
タ

ー
商
品
に
も
、
栄
枯
盛
衰
が
あ

る
。
こ
の
た
め
「
も
て
ぎ
」
で

は
ゆ
ず
加
工
品
や
え
ご
ま
オ
イ

ル
な
ど
、
次
々
に
新
商
品
を
開

発
し
、
町
長
み
ず
か
ら
セ
ー
ル

ス
し
て
い
る
。

　成
功
し
続
け
る
た
め
に
は
、

新
た
な
商
品
を
開
発
し
続
け
る

仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

を
実
現
す
る
の
は
、
道
の
駅
の

設
置
者
と
し
て
の
市
町
村
に
よ

る
「
強
力
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
で

あ
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ

ス
タ
ー
商
品
の
開
発

手ごねいちごアイス「おとめ
ミルク」( 写真右 ) とゆずと
エゴマの各種加工品コーナー

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 い
の
ち
の
感
謝
収
穫
祭

め
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
産
地
の
農
家
に
多
く
参

加
し
て
も
ら
う
よ
う
「
い
の
ち
の

感
謝
収
穫
祭
」と
い
う
名
前
に
し
、

収
穫
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
多
く

の
「
い
の
ち
」
に
も
感
謝
す
る
気

持
ち
を
表
現
し
た
。
開
催
に
当
っ

て
作
成
し
た
趣
意
書
に
そ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介

し
た
い
。

　わ
が
国
は
古
来
よ
り
「
豊
葦
原

の
瑞
穂
の
国
」
と
も
称
さ
れ
、
稲

作
を
中
心
と
し
た
自
然
を
尊
ぶ
世

界
で
も
特
筆
す
べ
き
独
自
の
文
明

を
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
牧
畜
と
畑
作
を
中
心
と
し
た

一
神
教
の
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
と

し
た
人
間
中
心
の
西
洋
文
明
と
は

異
な
る
も
の
で
す
。

　日
本
の
稲
作
文
明
は
生
き
と
し

生
け
る
も
の
の
命
を
大
切
に
し
、

自
然
の
神
々
と
の
一
体
感
を
大
事

に
す
る
永
続
性
を
持
っ
た
優
れ
た

価
値
体
系
な
の
で
す
。
ア
ジ
ア
モ

ン
ス
ー
ン
と
い
う
高
温
多
湿
な
気

候
と
風
土
の
も
と
で
、
稲
と
い
う

生
産
性
の
高
い
種
と
多
様
な
生
き

も
の
を
育
む
水
田
農
業
に
裏
付
け

２

マキノ追坂峠
前河善信駅長

　湖国と北陸をつなぐ古くからの街道

滋賀県高島市マキノ町海津 897-27
国道 161 号　TEL.0740-28-8081

宿場町で、さくら、水泳やキャンプ、ハイキング
やくりひろい、温泉やスキーと四季を通じて楽し
めます。レストランでは地元食材を使った料理を
提供し、中でも玄そばを石臼で自家製粉したそば、
地元の米粉を使った米粉パンが人気です。

さかい
川田幹雄館長

　田園地帯の中にあり、地場でとれる

福井県坂井市坂井町蔵垣内 34-14-1
県道 29 号　TEL.0776-72-7600

四季折々の旬の野菜、特に大豆の加工品に力を
入れ、地元産大豆100％を使用した手作り豆腐、
あげ、みそを農産物直売所「いねす市」で販売
しております。貸し農園やみそ工房は地域の人
に利用してもらい、地域活性化に努めています。

不知火
中田鳴海支配人

　不知火海に面し、「ロマンの火とフ

熊本県宇城市不知火町永尾 1910-1
国道 266 号　TE.0964-42-3300 

ルーツの里」として有名な地にあります。新鮮な
魚介類や強い甘みとほのかな酸味の微妙なバラン
スが特色のデコポンなど柑橘類を販売する物産
館、海の幸たっぷりメニューのレストラン、潮の
香り漂う温泉施設を併設する人気スポットです。
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　天
皇
陛
下
が
何
故
、
稲
作
神
事

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
何
故
豊
葦

原
瑞
穂
の
国
な
の
か
、
古
事
記
や

日
本
書
紀
を
し
っ
か
り
学
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領

軍
に
よ
る
神
道
指
令
や
天
皇
の
人

間
宣
言
の
意
味
、
東
京
裁
判
に
お

け
る
「
平
和
に
対
す
る
罪
」「
人

道
に
対
す
る
罪
」
の
意
味
は
、
60

年
以
上
生
き
て
初
め
て
多
少
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
「
日
本
文
明
」

を
世
界
の
文
明
の
一
つ
に
位
置
づ

け
る
意
味
を
多
少
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
戦
後
70
年
間
で
日
本
社
会

は
西
欧
文
明
の
仕
組
み
と
価
値
観

だ
け
で
動
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
押
し
付
け
政
策
と
言
う

つ
も
り
は
無
い
が
、
戦
後
の
日
本
人

は
何
の
疑
問
も
抱
か
ず
、
経
済
成
長

一
本
槍
で
き
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　文
明
と
い
う
と
遺
跡
を
思
い
浮

か
べ
る
が
、
西
欧
文
明
の
価
値
観

で
考
え
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
日

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え

　下さい。

　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

　また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

　①一人で ②家族と (　　　人 ) ③友人と (　　　人 ) 

　④仕事仲間と (　　　人 ) ⑤その他 (　　　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

　交通手段： ①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩

  ④その他〔所要時間：　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

　①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

　③観光の目的地として　④日常の買い物

　⑤当「道の駅」開催イベントへの参加

　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）よろ

　しければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　）②設備（　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　）④販売商品（　　　）

　⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

　（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　）②設備（　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　　　）

　④販売商品（　　　　　）⑤その他（　　　　　　　）

Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　　　②　　　③　　　④　　　〔　　　　　分〕
Ｑ４：①　　②　　③　　④　　　⑤　　⑥　　⑦（　　　　）
Ｑ５：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
Ｑ６：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 28 年 1 月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

本
以
外
の
小
麦
と
灌
漑
に
よ
る
文

明
は
石
造
り
だ
が
、
縄
文
文
明
は

狩
猟
採
取
と
稲
作
の
文
明
で
木
造

で
あ
り
、
遺
跡
は
殆
ど
残
っ
て
い

な
い
。文
明
と
は
遺
跡
で
は
な
く
、

そ
の
時
代
そ
の
地
域
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
で
あ
り
、
石
造
り
の
遺
跡

の
有
無
で
は
無
い
。

　稲
作
文
明
は
長
江
中
流
域
に
始

ま
り
、
そ
こ
に
も
石
造
り
の
遺
跡

は
な
い
。
そ
の
祭
祀
と
日
本
の
祭

祀
に
は
共
通
点
が
多
い
。
中
国
と

災害時、道の駅と DMAT 医療の連携こそ

岩手医科大学医学部　災害医学講座特命助教
　藤原弘之

　日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster 
M

edical A
ssistan

ce T
eam

）

は
、
災
害
時
に
一
人
で
も
多
く
の
命

を
助
け
る
た
め
２
０
０
５
年
に
発
足

し
た
組
織
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
教
訓
か
ら
、
医
師
が
災
害
現
場

で
医
療
を
行
う
必
要
性
が
認
識
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医

療
機
関
に
勤
め
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に

は
全
国
１
万
人
近
い
登
録
者
の
中
か

ら
派
遣
さ
れ
る
医
療
チ
ー
ム
が
活
動

し
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
際
は
、
岩
手
県

に
も
発
災
直
後
か
ら
19
日
間
で
約
１

３
０
チ
ー
ム
が
被
災
地
支
援
の
た

め
、
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
場
合
に
、
特
に
重
要
な
こ
と

は
、
交
通
機
関
や
通
信
網
が
寸
断
さ

れ
た
被
災
地
で
、
出
来
る
だ
け
速
や

か
に
必
要
な
場
所
に
医
療
チ
ー
ム
を

配
備
す
る
こ
と
で
す
。

　そ
の
た
め
に
は
被
災
地
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
を
正
確
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
「
情
報
」
が
と
て

も
重
要
で
す
。
私
自
身
、
東
日
本
大

震
災
時
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と

し
て
、
全
く
情
報
が
得
ら
れ
な
い

被
災
エ
リ
ア
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

行
き
、
現
地
情
報
収
集
を
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
と
き
ほ
ど
情
報
の
重
要
性

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
災
害
時
の

通
信
網
整
備
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
検
討
す
る
た
め
、
衛
星
通
信

の
大
手
、
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ

と
の
共
同
研
究
も
開
始
し
ま
し

た
。

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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　道
の
駅
は
、
災
害
時
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
活
動
の
拠
点
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
資
材
・

人
材
・
情
報
の
集
積
地
と
な
る
こ

と
で
、
被
災
拠
点
へ
の
速
や
か
な

資
材
・
人
材
配
備
を
実
現
し
、
私

た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
よ
り
多

く
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
環
境
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
今
後
さ
ら
に
道
の
駅
と
医

療
の
連
携
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

の
対
話
も
そ
の
共
通
点
か
ら
始
め

れ
ば
、
外
交
問
題
も
先
鋭
化
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

　食
料
生
産
と
し
て
の
稲
作
や
麦

作
の
発
展
が
定
住
を
生
み
、
豊
作

を
祈
願
す
る
祭
祀
か
ら
神
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
そ
の
時
代
の
暮
ら
し

と
な
り
文
明
と
な
る
。
そ
の
文
明

の
証
人
と
し
て
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
が
い
る
。
今
回
の
新
嘗
祭
が
、

日
本
人
が
日
本
文
明
を
考
え
る
入

り
口
に
な
る
よ
う
願
う
。

新
嘗
祭
が
日
本
文
明
考
え
る
入
り
口
に

大和路へぐり
瀬戸貴所長

　古くから平群谷と呼ばれる山間地に

奈良県平群町平等寺 75-1
国道 168 号　TEL.0745-45-8511

位置し、夏秋季小菊の生産量日本一を誇り、県
新品種いちご「古都華」の生産量県内最大規模
の町で、「くまがしステーション」の愛称で親し
まれる道の駅。直営のレストランでは、地の利
を活かした野菜たっぷりのランチが大人気です。

区界高原
在原光明駅長

　雄大な山々に囲まれ四季折々の自然

岩手県宮古市区界 2-434-2
国道 106 号　TEL.0193-77-2266

を肌で感じることが出来る高原道の駅。施設内に
はそば工房があり、製粉・製麺をしたそばを提供
しており、ファーストフードでは紫蘇りんごソフ
トが人気です。売店では地元加工の漬物や地元産
原料を使用したかりんとうを販売しています。

しりうち
大野幸孝駅長

　青函トンネルの出入口に近い道の駅。

北海道知内町湯の里 48-13
国道 228 号　TEL.01392-6-2270

敷地内で発見された土壙（どこう）は旧石器時代
の日本最古の墓とみられ、出土品が国の重要文化
財に指定されています。演歌歌手・北島三郎の出
身地でもあり、物産館では町の特産品である１次
産品や水産加工品等を販売しています。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
金
婚
両
親
と
車
旅

　両
親
の
結
婚
50
周
年
に(

本
当

は
49
年
で
す
が
、
来
年
に
な
る
と

ま
た
調
子
が
悪
く
な
っ
た
ら
い
や

だ
か
ら
と)

、
父
の
父
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
車
の
旅
に
で
か
け
ま
し

た
。
東
北
自
動
車
道
か
ら
磐
越
自

動
車
道
を
使
い
片
道
９
時
間
、
と

に
か
く
遠
か
っ
た
～
。
一
般
道
で

は
い
ろ
い
ろ
、
道
の
駅
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
４
泊
５
日
で
し

た
が
、
道
の
駅
の
飲
食
と
お
み
や

げ
で
母
は
６
万
円
も
使
っ
た
と
の

こ
と
。
ひ
ぇ
ー
。
秋
田
県
の
象
潟

海
岸
で
は
朝
か
ら
雨
で
し
た
が
、

旅
館
に
着
く
と
う
っ
す
ら
陽
が
さ

し
、
両
親
が
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
た
夕
日
が
絶
景
!!

　車
移
動
で

つ
か
れ
は
て
て
い
た
の
に
ニ
ッ
コ

リ
で
し
た
。（
東
京
都

　主
婦
・

47
歳
）

☆
亡
夫
の
挑
戦
完
走

　「道
の
駅
エ
キ
ス
ポ
」
い
い
で

す
ね
。
で
も
、
東
京
ま
で
は
行
け

ま
せ
ん
。
別
の
場
所
で
の
開
催
、

四
国
で
は
無
理
で
し
ょ
う
か
？

　

主
人
の
運
転
で
四
国
「
道
の
駅
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
４
の
完

全
走
破
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

小
豆
島
の
３
駅
を
残
し
て
昨
年
、

主
人
は
他
界
。
か
わ
り
に
妹
に
同

行
し
て
も
ら
い
、
完
全
走
破
認
定

書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夫
と
の

思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く

れ
た
道
の
駅
に
あ
り
が
と
う
で
す
。

(

愛
媛
県
松
山
市

　主
婦
）

☆
私
た
ち
も
移
住
組

　46
号
１
面
の
「
道
の
駅
は
地
域

の
と
び
ら

　移
住
・
雇
用
の
創
出

に
も
一
役
」
読
み
ま
し
た
。
私
た

ち
夫
婦
も
今
年
５
月
か
ら
移
住
組

で
す
。
田
舎
暮
ら
し
に
、
時
折
の

旅
。
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
ん
で

す
。
水
道
の
水
は
お
い
し
い
し
、

空
気
も
！

　２
面
に
登
場
し
て
い

る
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」

へ
は
車
で
30
分
で
行
け
、
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。(

兵

庫
県
養
父
市

　主
婦
・
61
歳
）

☆
よ
う
こ
そ
海
道
へ

　四
国
の
愛
媛
県
今
治
と
広
島
県

尾
道
を
結
ぶ
本
州
四
国
連
絡
橋

「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
に
は
、

日
本
で
初
め
て
の
海
峡
を
横
断
す

る
自
転
車
道
が
設
け
ら
れ
５
つ
の

道
の
駅
を
結
ん
で
お
り
、
愛
媛
県

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
普
及
に
全
県
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
急

増
し
て
い
る
韓
国
人
、
中
国
人
な

ど
訪
日
外
国
人
の
道
案
内
役
と
し

て
ブ
ル
ー
側
線
を
施
し
た
国
際
標

識
も
明
示
し
て
い
ま
す
。（
愛
媛

県
西
宇
和
郡

　無
職
男
性
・
77
歳
）

☆
自
転
車
で
駅
巡
り

　サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
兵
庫
県
内
の

道
の
駅
制
覇
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
道
の
駅
に
到
着
す
る

の
が
目
的
で
し
た
が
、
今
は
買
い

物
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
広
い
兵
庫
県
を
す
べ
て
自
転

車
で
ま
わ
る
の
は
大
変
で
、
持
ち

帰
れ
る
物
も
限
ら
れ
ま
す
。
店
内

を
あ
れ
こ
れ
見
て
い
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
、
買
い
物
す
る
な
ら
や
は
り
車

の
方
が
よ
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た

り
し
ま
す
が
。
隣
接
す
る
鳥
取
、

岡
山
、
京
都
、
大
阪
ま
で
足
を
延

ば
す
こ
と
も
あ
り
、
道
の
駅
を

き
っ
か
け
に
行
動
範
囲
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。（
兵
庫
県
養
父
市

　会
社
員
女
性
・
29
歳
）

☆
若
返
り
の
ヒ
ケ
ツ

　年
齢
を
重
ね
て
体
の
あ
ち
こ
ち

に
支
障
が
出
は
じ
め
、
心
に
も

時
々
暗
雲
が
立
ち
込
め
た
り
す
る

こ
の
ご
ろ
…
…
。
で
も
、
こ
れ
か

ら
は
好
き
な
事
だ
け
し
よ
う
と
決

め
、
フ
ラ
ッ
と
車
に
乗
っ
て
道
の

駅
へ
フ
ラ
リ
、
温
泉
へ
プ
ラ
リ
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
他
人
に
迷
惑

を
か
け
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
気

持
ち
も
解
放
さ
れ
、
ル
ン
ル
ン
気

分
で
過
ご
せ
ま
す
。
若
返
り
の
ヒ

ケ
ツ
！

　（
岩
手
県
久
慈
市

　無

職
女
性
・
74
歳
）

☆
人
気
道
の
駅
の
謎

　45
号
で
紹
介
し
て
い
た
『
国
土

が
日
本
人
の
謎
を
解
く
』
は
、
毎

号
『
国
土
学
事
始
め
』
を
連
載
さ

れ
て
い
る
大
石
さ
ん
の
著
書
で
す

ね
。
さ
っ
そ
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

の
記
事
に
「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」

の
人
気
ぶ
り
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
ど
ん
な
も
の
か
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
山
の
中
に

ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
人

が
と
驚
く
ほ
ど
の
混
雑
で
、
駐
車

で
き
る
場
所
探
し
に
苦
労
し
ま
し

た
。
一
日
で
は
見
き
れ
な
く
、
ま

た
来
よ
う
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が

多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
集
め
る
魅

力
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
群
馬

県
渋
川
市

　自
営
業
男
性
・
61
歳
）

☆
３
世
代
で
楽
し
む

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
45
号
を
す

み
か
ら
す
み
ま
で
読
み
ま
し
た
。

わ
が
家
か
ら
ひ
と
山
越
え
た
と
こ

ろ
に
あ
る
道
の
駅
「
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
」
が
紹
介
さ
れ
て
ま
し
た
の

で
、
今
年
の
子
ど
も
の
日
に
大
分

市
内
に
住
む
娘
が
孫
３
人
を
連
れ

て
き
て
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
広
い
公
園
に
い

ろ
ん
な
遊
具
が
あ
り
、
孫
た
ち
は

大
喜
び
で
時
間
も
忘
れ
る
ほ
ど
遊

び
ま
わ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

は
娘
の
と
こ
ろ
に
も
な
い
そ
う

で
、
ま
た
来
る
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
３
世
代
が
一
日
一
緒
に
楽
し

ん
だ
こ
と
、
孫
た
ち
の
記
憶
の
す

み
に
も
何
か
残
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。（
大
分
県
中
津
江
市

　主
婦
・
70
歳
）

☆
道
カ
ー
ド
い
い
ね

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」、
各
地
の
道

の
駅
紹
介
を
興
味
深
く
拝
読
し
て

い
ま
す
。
私
も
道
の
駅
め
ぐ
り
が

大
好
き
な
の
で
、「
道
カ
ー
ド
」

が
あ
る
と
嬉
し
い
な
ぁ
。（
横
浜

市

　主
婦
・
31
歳
）

☆
と
び
ら
以
上
で
す

　ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
な
の
で
す

が
、
本
紙
は
初
め
て
拝
読
さ
せ

て
頂
き
、
道
の
駅
に
関
す
る
未

知
の
内
容
が
多
々
あ
ふ
れ
て
い

て
、
夢
中
に
な
っ
て
読
み
ふ
け
り

ま
し
た
。
た
だ
、
道
の
駅
は
「
地

域
の
と
び
ら
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、「
地
域
の
文
化
の
発
祥

点
」「
人
々
及
び
文
化
の
交
流
点
」

で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
大
変

残
念
な
の
は
、
わ
が
居
住
地
に
は

道
の
駅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

立
地
条
件
な
ら
設
立
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
（
千
葉
県
大
網
白
里

市

　会
社
員
男
性
・
50
歳
）

☆
道
の
駅
新
婚
旅
行

岐
阜
県
内
の
道
の
駅
を
い
く
つ
か

主
人
と
ま
わ
り
ま
し
た
。
食
事
の

お
い
し
い
と
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
あ
る
と
こ
ろ
、
最
高
の
景
色
…

…
。
主
人
は
昔
、
長
野
県
内
に
４

年
ほ
ど
住
ん
で
い
て
知
っ
て
い
た

の
で
私
を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
の

だ
そ
う
で
す
。
私
た
ち
、
こ
の
年

で
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
で
し
て
、
主
人

は
新
婚
旅
行
だ
と
言
っ
て
ま
し

た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
浅
草
、
富

士
山
も
し
っ
か
り
見
ま
し
た
け
れ

ど
。（
大
阪
府
門
真
市

　会
社
員

女
性
・
54
歳
）
　

立
ち
鴨ゴ

モ

の

　立
ち
の
騒
ぎ
に

　会ア

ひ
見
て
し

　

　
　
　妹イ

モ

が
心
は

　忘
れ
せ
ぬ
か
も
（
四
三
五
四
番
）

　鴨
が
飛
び
立
つ
よ
う
に
、出
発
の
慌
（
あ
わ
）
た
だ
し
い
時
に
、

夫め
お
と婦
に
な
っ
た
新に

い

妻づ
ま

の
や
さ
し
い
心
配
り
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
ナ
ア
。

　自
分
の
妻
も
絵
に
描
く
時ひ

ま間
が
欲

し
い
ナ
ア
。遠
い
旅
を
す
る
自
分
は
、

道み
ち

々み
ち

、
妻
の
絵
を
見
な
が
ら
色い

ろ

々い
ろ

思

い
出
し
て
行
き
た
い
の
だ
!!

　実
に
単
純
明
快
で
素
朴
な
直
情

歌
。
望
み
通
り
に
妻
の
似
顔
絵
を
持

た
せ
た
い
、
と
の
思
い
が
切
実
だ
。

父チ
チ

母ハ
ハ

が

　頭カ
シ
ラ

か
き
撫ナ

で

　幸サ

く
あ
れ
て

　
　言
ひ
し
言
葉
ぞ

　忘
れ
か
ね
つ
る
（
四
三
四
六
番
）

　出
発
の
時
に
、
父
と
母
と
が
私
の
頭
を
撫
で
て
、「
無
事
で
あ

れ
よ
」
と
、
言
わ
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

　若
い
息
子
の
生
命
の
安
全･

健
康
を
祈
る
父
母
の
直ま

ご
こ
ろ情
と
恩

愛
が
、
心
に
透
徹
し
た
感
謝
感
激
の
歌
。

旅
行
き
に

　行
く
と
知
ら
ず
て

　母ア
モ

父シ
シ

に

　
　
　言コ

ト

申マ
オ

さ
ず
て

　今
ぞ
悔ク

ヤ

し
け
（
四
三
七
六
番
）

　一ひ
と

度た
び

旅
に
出
る
と
、
そ
の
ま
ま
九
州
に
向
か
う
の
を
知
ら
な
い

で
来
た
の
で
、
両
親
に
言
う
べ
き
事
を
申
さ
な
か
っ
た
今
が
、
残

念
で
辛
い
ナ
ア
。
目
的
地
は
辺
土
の
九
州
だ
か
ら
十
分
な
準
備
の
後の

ち

に
旅
立
つ
、
と
考
え
た
か
？

　気
軽
に
出
掛
け
た
軽
率
さ
で
、
両
親

へ
の
挨
拶
を
し
な
か
っ
た
後
悔
と
心
痛
を
表
出
し
た
歌
で
あ
る
。

　防
人
の
歌
は
、
切
な
く
、
か
な
し
く
・
い
と
ほ
し
い
。

　「国
を
守
る
」
こ
と
の
意
味
と
在
り
様
を
根
底
か
ら
熟
慮
し
て
、

今
こ
そ
公
論
す
べ
き
日
本
で
あ
る
。�

（
万
葉
研
究
家
）

　防
人
は
往
く
!!
そ
の
別
れ
は･･･

　召
集
の
赤
紙
が
来
て
、
急き

ゅ

遽う
き
ょ
、
結
婚
し
た
妻
の
や
さ
し
い
愛
情

に
、
感
動
頻し

き

り
の
出
征
兵
士
の
歌
。

芦ア
シ

垣ガ
キ

の

　隈ク
マ

處ド

に
立
ち
て

　我ワ

妹ギ
モ

子コ

が

　
　袖
も
し
ほ
ほ
に

　泣
き
し
ぞ
思モ

は
ゆ
（
四
三
五
七
番
）

　あ
の
別
れ
し
な
に
、
家
の
芦
垣
の
隈す

み

に
隠
れ
て
、
愛い

と

し
い
妻
が

袖
ま
で
も
ビ
ッ
シ
ョ
リ
濡ぬ

ら
し
て
泣
い
た
姿
が
、
目
先
か
ら
離
れ

な
い
よ
。

　大
勢
の
村
人
が
見
送
っ
て
く
れ
る
時
に
、
人
目
を
避
け
て
、
二

人
だ
け
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
妻
を
詠う

た

う
。

わ
が
妻
も

　畫ヱ

に
描カ

き
と
ら
む

　暇イ
ヅ
マ

も
が

　
　
　旅
行
く
吾ア

レ

は

　見
つ
つ
偲シ

ヌ

ば
む
（
四
三
二
七
番
）

　「赤い羽根共同募金
運動」は今年も 10 月
から来年 3 月末日ま
で。東京都共同募金会
では 69 回目の今年、
企業等に対する「物品」
寄付呼びかけ、「募金
機能付き自動販売機」
設置拡大に力を入れ、
寄付金（税制上の優遇
措置が受けられます）
の約 7割を地域の福祉
施設・団体で活用し、
一部を災害等準備金と

して確保します。具体的な助成先などは「はねっ
と (http://hanett.akaihane.or.jp/)」。
　募金に関するお問い合わせは、東京都共同募
金会 ( 新宿区大久保 3-10-1-201　℡ 03 － 5292
－ 3182)。東京都共同募金会ホームページは「東
京の赤い羽根」で検索してください。

赤い羽根共同募金にご協力を

つの
福地清己駅長

　宮崎市と延岡市の中間、東九州道都

宮崎県都農町川北 5129
国道 10 号　TEL.0983-25-5055

農ＩＣから５分の交通の要にあります。隣接する
「日向国一之宮都農神社」と「開運橋」で直結し
て門前町のようにしており、物産館「門前市場」
では地採れの新鮮で安心な野菜・果実と加工品、
都農ワインなどお土産品が充実しています。

宇津ノ谷峠
布川佳子駅長

　古くから交通難所として知られ、『伊

静岡市宇津ノ谷 82-2
国道 1号　TEL.054-256-2545

勢物語』に詠まれた「つたの細道」ハイキングコー
スや国の登録有形文化財「明治トンネル」など
が見所。朝7時からのワンコイン朝食やとろろ
定食、Ｂ級グルメ静岡おでん定食をどうぞ。峠
を挟む藤枝市側にも物産館などがあります。

さるふつ公園
伊藤浩一駅長

　日本最北端の宗谷岬を30㌔㍍南下し

北海道猿払村浜鬼志別 214-7
国道 238 号　TEL.01635-2-2311

たオホーツク海沿いの村営公園内にあり、キャン
プ場や公衆浴場、売店、ホテル、地産体験施設等
を併設しています。村が誇る日本一の『ほたて』、
ご当地チーズ『ホタコロ』など地場産品も堪能で
きます。厳寒期以外は毎月各種イベントを開催。
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　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
第
４
回
総
会
が
こ
の

ほ
ど
和
歌
山
県
田
辺
市
で
開
か
れ
、
全
国
１
０
７
９

駅
に
も
な
っ
た
道
の
駅
の
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
公
的
施
設
と
し
て
、
登

録
要
件
で
あ
る
「
休
憩
機
能
・

情
報
発
信
機
能
・
地
域
の
連
携

機
能
を
持
っ
た
、
地
域
と
と
も

に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
」
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、
全
国
の
「
道
の
駅
」
が
連
携
を
と

り
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
、
さ
ら
に
「
道
の
駅
」

を
進
化
さ
せ
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
道
の
駅
へ
の
関
心

の
高
ま
り
を
受
け
、
道
の
駅
の
情
報
発
信
機
能
強
化

の
側
面
支
援
と
し
て
、「
道
の
駅
」
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
目
的
に
今
年
２
月
、「
道
の
駅
」
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　そ
こ
で
は
、
全
国
の
「
道
の
駅
」
の
位
置
や
施
設

内
容
な
ど
が
検
索
で
き
、新
し
く
で
き
た
「
道
の
駅
」

の
紹
介
、
利
用
者
に
人
気
の
「
道
の
駅
」
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
「
道
の
駅
モ
ー
ル
」
を
通
し
て
各
「
道
の

駅
」
が
行
っ
て
い
る
通
信
販
売
の
サ
イ
ト
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ペ
ー
ジ
閲
覧
は
９

月
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
２
月
に
比

べ
る
と
、約
10
倍
に
も
な
っ
て
お
り
、こ
こ
で
も
「
道

の
駅
」
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　「道
の
駅
」
は
、地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、ま
た
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
、
今
後
と
も

ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
し
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
に
よ
り
、
今
後
も
全
国
１
０
７
９
の
「
道

の
駅
」
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
も
、
是
非
、
全
国

津
々
浦
々
の
「
道
の
駅
」
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
自

分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
「
道
の
駅
」
ス
ポ
ッ
ト
を
発

掘
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

　
　角
湯

　克
典

道
の
駅
ス
ポ
ッ
ト
発
掘
の
す
す
め

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。
平
成
28
年
１
月
31
日(

日)

必
着
。
発
送
を

発
表
に
か
え
、
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

提供：ＵＲ都市機構
 http://www.ur-net.go.jp/

提供：（株）タイホーコーザイ　　
 http://www.taihokohzi.co.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

クロスワード
人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、

 

こ
の
県
に
あ
り
ま
す

２

　北
風
と
○
○
○
○

３

　○
○
＆
ロ
ー

４

　シ
ル
バ
ー
が
銀
な
ら
、
ゴ
ー
ル
ド
は
？

５

　埒
の
こ
と

６

　郵
便
に
貼
り
ま
す

７

　ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
始
ま
り
は
、

 

ブ
レ
イ
ク
○
○
○
○
！

８

　夏
草
や
○
○
○
○
ど
も
が
夢
の
跡

９

　米
原
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
、
琵
琶
湖

11

　ペ
ッ
ト
の
行
方
探
し
か
ら
、
浮
気
調
査
ま
で

12

　就
職
活
動
で
欲
し
い
も
の

14

　競
売
と
も

15

　本
物
で
は
な
い
け
れ
ど
、

 

細
か
く
作
ら
れ
て
い
ま
す

17

　ト
ッ
プ

18

　ペ
ン
の
ほ
う
が
強
い
ら
し
い

19

　マ
ッ
チ
１
本
、
コ
レ
の
元

20

　魚
＋
交
＝
？

21

　覆
水
○
○
に
返
ら
ず

１　分譲ではありません
４　俳句に含まれる
５　古い話ではありません
７　ガーン！
10　平成よりも前の年号といえば？
11　⇔横長
13　現代的なんです
14　落とすと割れる
16　馬のヒヅメにつけます
18　所持する電話は大概コレ
19　集合したら、コレもある
22　新聞の上に載る鳥といえば？
23　正月の箱根といえば？

　日
野
原
重
明
医
師
が
１
０
１
歳
の
２
０
１
２
年
に
出
版
。
百
歳
を

超
え
て
現
役
医
師
。大
学
病
院
の
理
事
長
な
ど
数
々
の
重
職
を
務
め
、

海
外
出
張
も
し
て
沢
山
の
講
演
、著
書
を
出
版
す
る
。
そ
れ
は
驚
き
、

感
動
、
畏
敬
を
も
っ
て
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
人
生
は
ど
れ
だ
け
長

く
呼
吸
し
た
か
で
は
な
く
、
い
か
に
充
実
し
た
意
義
あ
る
時
間
を
過

ご
す
か
だ
、
と
い
う
こ
と
を
「
い
の
ち
の
使
い
方
」
と
い
う
言
葉
で

語
り
か
け
る
。「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
い
の
ち
を
ど
う
使
お
う
と

し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ
る
と
、
問
い
が
ぐ
さ
っ
と
心
に

刺
さ
っ
て
く
る
。

　人
は
い
の
ち
を
与
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
い
の
ち
は
使
用
で
き

る
時
聞
が
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
自
分
の
い
の
ち
（
と
い
う
時

間
）
を
ど
う
使
お
う
と
し
て
い
る
か
考
え
な
さ
い
と
い
え
ば
、
小
学

生
だ
っ
て
良
く
わ
か
る
。
昔
か
ら
「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
い
の
ち
を
宝
と
す
れ
ば
「
持
ち
腐
れ
」
て
は
も
っ
た
い

な
い
。
宝
を
磨
き
輝
か
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
年
齢
に
い
の
ち
を
注

ぐ
」
こ
と
が
大
事
だ
と
医
師
は
語
る
。

　「生
か
さ
れ
て
い
る
い
の
ち
を
、
僕
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
医
師
は
、
百
歳
を
超
え
て
か
ら
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
ま
た
た
く
間
に
１
万
５
０
０
０
人
の
ア
ク

セ
ス
を
得
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
結
び
つ
き
か
ら
「
新
老
人
の
会
」
を
創

設
。「
人
生
を
最
後
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
に
生
き
よ
う
と
す
る
」

ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
て
い
る
と
い
う
。「
賢

く
洗
練
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
に
つ
よ
い
シ
ニ
ア
、
こ
れ
が
ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア

で
す
」（
75
歳
か
ら
正
会
員
）。「
人
間
は
命
と
い
う
時
間
を
与
え
ら
れ
、

こ
の
世
に
生
か
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ど
ん
な
人
に
も
必
ず
果
た
す
べ

き
使
命
、
い
の
ち
を
使
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
僕
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
そ
の
使
命
は
生
涯
を
賭
け
て
迫
い
続
け
る
も
の
で
す
」。

使
命
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
そ
れ
は
「
自
分
に
、求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」。

そ
れ
に
気
づ
い
た
と
き
に
「
人
は
自
分
の
い
の
ち
の
本
当
の
使
い
方

を
見
出
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　さ
ら
に
医
師
は
語
る
。「
誰
か
の
た
め
に
い
の
ち
を
使
い
な
さ
い
」

「
運
命
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
さ
い
」「
幸
福
と
は
幸
福
感
を
も
つ
こ
と
」

「
人
間
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
肉
体
（
ボ
デ
ィ
）、精
神
（
マ
イ
ン
ド
）、

そ
れ
と
魂
（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
で
す
」。
健
康
と
は
、
肉
体
と
精
神
が

健
や
か
な
だ
け
で
な
く
「
魂
が
満
た
さ
れ
た
状
態
」
だ
と
。
終
末
期

の
人
で
も
魂
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
ス

マ
ー
ト
シ
ニ
ア
を
め
ざ
し
、
自
分
の
い
の
ち
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
出

し
、魂
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
い
の
ち
の
時
聞
を
使
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

45 号の正解は
「チイキヘノトビラ」

いのちの使い方

日野原重明
小学館

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢＣ順
にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念品
をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②郵便番号・住
所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記
事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075 東京都千代田区
三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。平成 28 年 1 月 31 日 ( 日 )
必着。発送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

　い
か
に
意
義
あ
る
時
間
を
過
ご
す
か

★
新
た
な
団
地
の
魅
力
を
提
案
す
る

本
『
団
地
を
楽
し
む
教
科
書

　暮
ら

し
と
。』
を
10
人
に
。

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
新
た
な
視
点
の

住
宅
を
提
案
す
る
東
京
Ｒ
不
動
産
と

共
同
編
集
・
制
作
し
好
評
を
得
た
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
書
籍
化
。
グ
リ
ー

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
団
地
ラ
イ
フ
7

風
景
を
写
真
中
心
に
描
い
て
い
る
。

★
タ
イ
ヤ
汚
れ
を
洗
い
落
と
し
、
つ

や
出
し
す
る
洗
浄
剤
「
ノ
ー
タ
ッ
チ

　マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
」、
ま
た
は
同

様
で
さ
ら
に
つ
や
出
し
効
果
の
高
い

「
ノ
ー
タ
ッ
チ

　ブ
ラ
ッ
ク
ク
リ
ス

タ
」
を
各
５
人
に
。

　細
か
い
シ
リ
コ
ン
泡
を
吹
き
つ
け

手
を
汚
さ
ず
に
洗
浄
で
き
る
の
が
特

長
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ク
リ
ス
タ
は
耐
久

力
も
長
い
。

てんきてんき丹後
中江里美店長

　奇岩景勝の海岸美も堪能できる体験

京都府京丹後市丹後町竹野 313-1
国道 178 号　TEL.0772-75-2525

交流施設「てんきてんき村」内にあり、松葉ガ
ニで有名な間人港からの水産物料理やへしこの
コロッケ「へしコロ」をフードコートで提供。
海苔の佃煮「のりちゃん」や鯖のへしこのお土
産も販売中です。

両神温泉薬師の湯
福島弘文駅長

　両神山（日本百名山）の入り口に位

埼玉県小鹿野町両神薄 2380
主要地方道皆野両神荒川　TEL.0494-79-1533

置し、温泉を中心とした道の駅です。大展望風呂
からは、周囲の山々を臨み、泉質はアルカリ性で
つるつる、すべすべした肌触りが特徴です。地元
の新鮮野菜等が並ぶ農林産物直売所や手打ちそば
がある食事処が、人気となっています。

関川
平田大六駅長

　特産野菜などを販売する地域文化交

新潟県関川村上関 1252-1
国道 113 号　TEL.0254-64-0252

流施設、農産物館、日帰り温泉施設、多目的運動
施設、国重要文化財の渡辺邸をイメージした造り
の「せきかわ歴史とみちの館」など併設していま
す。全国の愛猫家から高い評価をいただいている

「猫ちぐら」の制作・実演は連日賑わいます。
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新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
販
売
、
ブ
ラ
ン

ド
化
・
話
題
づ
く
り
を
進
め
る
。

　さ
ら
に
近
隣
地
域
を
点
と
し
て
捉
え
ず
、

点
と
点
を
結
ぶ
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
、
各

市
町
村
の
観
光
施
設
を
周
遊
す
る
着
地
型
観

光
コ
ー
ス
を
作
成
。
自
然
景
観
や
歴
史
・
文

化
・
街
並
み
保
存
等
に
協
力
し
、
着
地
型
観

光
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
入
れ
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
地
域
と
連
携
す
る
旅

行
会
社
を
目
指
す
。

　「道
の
駅
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、『
人

材
不
足
』『
旅
行
商
品
造
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
』『
地
域
資
源
を
活
か
せ
な
い
』
な
ど
の
地

域
の
悩
み
に
対
し
、
地
域
の
課
題
解
決
参
画

企
業
の
得
意
分
野
を
活
用
し
て
、
地
方
の
活

性
化
を
図
る
「
食
×
農
業
×
観
光
」
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
だ
。

★
参
加
企
業
・
団
体
の
役
割

　近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、
観
光
以
外
の

農
産
物
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
取
り
組
み

に
も
対
応
す
る
た
め
、
株
式
会
社
和
郷
、
ク

ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社
、
辻
調
理
師
専
門
学

校
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
で

き
る
体
制
を
作
っ
て
「
道
の
駅
」
を
中
心
と

し
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
応
援
す
る
。

　参
画
を
決
め
て
い
る
の
は
、
農
業
法
人
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
「
和
郷
」
／
日

本
最
大
の
料
理
レ
シ
ピ
サ
ー
ビ
ス
「
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
」
／
料
理
専
門
学
校
の
最
大
手
「
辻

調
理
師
専
門
学
校
」
で
、
さ
ら
に
幅
広
い
業

界
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　和
郷
は
、
カ
ッ
ト
野
菜
の
加
工
工
場
か
ら

堆
肥
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
、
生
産
か
ら
加
工
・

販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、
国
内
外
か
ら

年
間
数
千
人
を
超
え
る
自
治
体
、
生
産
者
団

体
が
視
察
に
訪
れ
る
農
業
法
人
で
、
地
元
野

菜
・
果
物
の
観
光
農
園
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
。
野
菜
直
売
所
の
運
営
で
は
、
流
通
ル

ー
ト
の
紹
介
等
を
通
じ
て
地
元
食
材
の
販
売

を
支
援
す
る
。

　ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
は
投
稿
数
２
１
０
万
品
を

超
え
る
料
理
レ
シ
ピ
の
投
稿
・
検
索
サ
イ
ト

で
、
20
〜
40
代
の
女
性
を
中
心
に
月
間
５
５

０
０
万
人
以
上
が
利
用
。
食
べ
る
人
と
作
る

人
を
直
接
つ
な
ぐ
食
材
宅
配
サ
ー
ビ
ス
（
ク

ッ
ク
パ
ッ
ド
産
地
直
送
便
）
に
『
道
の
駅
専

用
コ
ー
ナ
ー
』
を
オ
ー
プ
ン
し
、
産
地
直
送

食
材
の
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
い
、
地
元
食
材
フ

ァ
ン
の
開
発
や
、
道
の
駅
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲

得
を
目
指
す
。

　辻
調
理
師
専
門
学
校
は
、
開
校
か
ら
50 

年

以
上
、
日
本
最
大
の
「
食
」
教
育
機
関
と
し

て
13
万
５
０
０
０
人
も
の
卒
業
生
を
輩
出
、

国
内
と
フ
ラ
ン
ス
に
学
校
を
展
開
し
、
食
文

化
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
調
理
師
養
成
の

教
育
機
関
。
具
体
的
な
支
援
で
は
、
食
に
よ

る
地
域
振
興
促
進
と
し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
の
推
進
、
モ
デ
ル
化
に
取
り
組
む
。

　公
的
施
設
の
「
道
の
駅
」
は
、
官
民
連
携

の
充
実
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。
道
の
駅
を
中
心
に
し
た
「
着
地
型
観
光
」

を
テ
ー
マ
に
、
多
様
な
企
業
・
団
体
が
連
携

し
て
対
応
し
よ
う
と
い
う
「
道
の
駅
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
注

目
さ
れ
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）
未
来
創
造
室

ま
で
（m

irai@
or.knt.co.jp

）

　道
の
駅
は
今
や
、
旅
行
の
経
由
地
か
ら
目

的
地
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
地
域
観
光
の

拠
点
と
し
て
地
域
産
業
の
担
い
手
と
い
う
役

割
を
果
た
す
道
の
駅
も
多
い
。
道
の
駅
に
は

広
い
駐
車
場
が
あ
る
の
で
、
着
地
型
観
光
の

発
着
場
所
と
し
て
も
最
適
だ
。

　今
年
に
入
り
全
国
各
地
の
大
学
と
道
の
駅

が
協
定
を
結
び
、
観
光
振
興
や
地
域
づ
く
り

を
学
ぶ
学
生
の
課
外
活
動
や
就
労
体
験
の
場

と
し
て
活
用
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
ん

で
注
目
を
集
め
、
今
後
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ(

地

域
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
担
う
機
関)

と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
株
式
会
社
は
、
全
国
に
１
０
７
９
駅

（
平
成
27
年
11
月
現
在)

あ
る
道
の
駅
を
拠
点

と
し
た
、
地
域
活
性
化
事
業
「
道
の
駅
元
気

食 農業 観光　「道の駅元気プロジェクト」 

観光 農業 食
クックパッド和郷近畿日本

ツーリスト

プロジェクト事務局
着地型観光プロデュース

食
専門学校

「道の駅元気プロジェクト」概要

：全体プロデュース・企画運営

『道の駅』

道の駅元気プロジェクト　コンソーシアム参画企業は増えていく予定です。

農業コンテンツでの差別化
流通ルートの紹介と販売支援

産地直送食材のEC販売支援
レシピコンテストの企画実施

食による地域振興促進
I・Uターンの推進

「道の駅元気プロジェクト」12月発進

「食・農・観」連携を支援…和郷、クックパッド、辻調理師専門学校と

やす
山本宏幸駅長

　夏季は海水浴場となる県立公園ヤ・

高知県香南市夜須町千切 537-90
国道 55 号　TEL.0887-57-7122

シィパークや鉄道駅、路線バス停に隣接した施設
です。農産物、魚介類、6次産業商品を販売する
産直市やレストラン、土産物店、情報センター、
ギャラリーが人気です。県立公園と道の駅では年
間30を超える各種イベントを開催しています。

オホーツク紋別
宮川良一駅長

　流氷がテーマの流氷科学センター、

北海道紋別市元紋別 11-6
国号 238 号　TEL.0158-23-5400

氷海展望塔オホーツクタワー、砕氷船ガリンコ号、
アザラシ専門施設のオホーツクとっかりセンター
やアザラシシーパラダイスなど、道の駅周辺には
観光施設が充実。オホーツク海の神秘的な魅力に
ついて、見て、触れて、体験してください。

すさみ
井谷良信駅長

　枯木灘を一望し県立自然公園、世界

和歌山県すさみ町江住 808-1
国道 42 号　TEL.0739-58-8888

遺産の熊野古道大辺路街道に隣接する高台にあ
り、巨大地震の防災拠点にも。勝浦産まぐろの棒
ヒレかつや郷土料理のサンマ寿司、いももちを味
わい、特産のイノブタハム、地元の新鮮生野菜を
お求めください。エビとカニの水族館も隣接。

株式会社和郷が運営する農園リゾート
「THE　FARM」の農園チームの皆さん

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト 

が
異
業
種
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
12

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。　道

の
駅
は
農
産
物
直

売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
運
営
し
、
地
域
の

特
産
品
の
販
売
・
加
工

（
ブ
ラ
ン
ド
化
）、
観
光

客
誘
致
の
た
め
の
施
策

等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
同

社
は
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
支
援
し
よ
う
と
、

異
業
種
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
「
観
光

客
誘
致
」、「
地
域
の
特

産
品
の
販
売
支
援
」、「
農

園
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」、「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」

な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。

★
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

　具
体
的
に
は
、
道
の

駅
を
地
域
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
拠
点
と
し
、
寺

社
仏
閣
や
記
念
物
、
温

泉
街
へ
の
観
光
拠
点
と

し
て
「
ま
ず
立
ち
寄
る

場
所
」
と
位
置
づ
け
、

地
元
特
産
品
を
使
っ
た




